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１・人生で最悪の日








　それは、私が荷物を取りに部室へと戻ったときだった。

「なぁ、和わ田だ守もり。お前、なんで三み竹たけとつきあってんの？」

　そんな声が聞こえてきて、私は思わずドアをノックしようとする手を止めた。

　この声は、おそらく副部長の五い十そ部べ先輩のものである。

　話題に挙がっている三竹とは、三竹芳かお里りこと、私の名前だ。

　私はバスケ部のマネージャーをしていて、今も体育館の片づけの途中だった。ノートの記入漏れに気がついて、部室に取りに戻ったら、部屋の中から私に関する話題が聞こえてきたのだ。

「なんだよ、いきなり」

　返ってきた声に、私の心臓が跳ねる。

　質問をされていたのは、ひとつ年上の先輩で、恋人の和田守榛しんくんだった。

　シンくんは容姿端麗で成績優秀。バスケ部のキャプテンをしていて、人望もある。正直言ってかなりモテているし、地味な私とは人種が違う。

　私がバスケ部のマネージャーでなければ、きっと、話をすることもなかっただろう。

　盗み聞きは良くない。今すぐ声をかけて、部室にあるノートを取ってもらうべきだ。

　そう思いながらも、私はその場で立ち止まり、息を潜めて漏れ聞こえる会話に耳を澄ませた。

　だって、知りたいではないか。

　明らかにカーストが違うシンくんが、どうして私なんかとつきあおうと思ったのか。

「ずっと気になってたんだよ。なんで三竹なんだ？　お前なら、もっと美人だって選べただろう。ほら、三組の吉よし田だだってお前のこと好きだって噂じゃん」

「吉田さんは確かに美人だけど、性格がかなりキツい。ストーキングされて迷惑してた」

「あんな美人なら、ストーカーでも許せんだろ」

「いくら美人でも、性格は大事だから。その点、芳里は真面目だし」

「まあ、真面目は否定しねぇけど。和田守目当てで集まったマネージャーの中で、残ったのって三竹だけだったもんな」

　入学当初、バスケ部のマネージャーは五人いた。けれども、仕事内容が思った以上に大変だったのか、次々と辞めていき、結局は私しか残らなかったのだ。

　美形揃いのバスケ部の中で、部員に騒がず黙々と仕事をする私は、真面目な人間だという評価をされた。

　けれども、真面目というのは少し違うと私は思っている。

　ただ単に私は、部員に声援を送るよりも、黙々と単調作業をこなすのが好きだったのだ。

　マネージャーになったのだって、バスケ部顧問の学年主任に気に入られると、内申が良くなるらしいという噂を信じての、不純な動機での入部だった。

　もちろん、そんなのはただの噂だったと、あとで知ったのだけれど。

「でもさ、三竹って彼女にするにはちょっと……って感じしないか？」

「お前な。人の彼女を悪く言うなよ」

「ごめんって。いや、確かに良いヤツだとは思うよ。だけどなぁ。……和田守って、三竹のどこを好きになったの？」

　私はシンくんがどう返答するかが気になった。

　シンくんのことが気になりだしたのは、私が先だった。

　キャプテンとしてみんなをひっぱるシンくんを、いつの間にか目で追うようになっていた。

　だけど、シンくんは目立つしモテる人だ。私なんかじゃ釣り合わない。

　ひっそりと想うだけで満足で、告白するつもりなんてなかったのだ。

　それなのに、三か月前に、シンくんから好きだと告白をされ、私たちは恋人同士になった。

　もちろん嬉しかったが、シンくんは全然そんな素振りを見せていなかったから、まさに青天の霹靂だった。

　だけどもそれから三か月。私たちは恋人らしいことをあまりしていない。

　キスは済ませたけれど、告白以降、彼から好きだと言われたこともない。

　きっと、シンくんは恋愛方面にドライな人なんだろう。

　だからこそ、こうしてシンくんの本音が聞けるのは貴重なのだ。

　シンくんはどうして私を好きになってくれたのか、ぜひとも理由を知りたい。

　ドアの前でシンくんの言葉をドキドキ待っていたけれど、聞こえてきたのは、思いもしなかった彼の本音だった。

「──告白したきっかけは、都合が良かったからなんだ」

「都合が良かった？」

「あの頃、吉田さんがつきあってくれってしつこくて。周りも、恋人がいないならつきあえば良いだろうって、彼女の味方になるような空気でさ。……だから、できるだけすぐに彼女が欲しくて」

「え、そんな理由!?」

　五十部先輩の驚いた声が聞こえるが、驚きの声をあげたいのは私も同じだ。

　つまり、シンくんは彼女が欲しいから、好きでもない私に声をかけたってことなのだろうか。

「マジか。じゃあ、彼女が欲しかったから三竹を利用したってこと？」

「……まあ、そうだな。俺は芳里を利用した」

　利用したとはっきり言われて、血の気が引いていく。

　信じられなかった。

　だって、私はなんの疑念も抱かずに、お互いに好きだと思っていたのだ。

「でも、なんで三竹だったんだ？」

「なんとなく、俺のことが好きなのかなって雰囲気があったから。それに、吉田さんと学年も違うから、つきあってもトラブルに巻き込まれにくそうだし。恋人になっても、束縛とかしなさそうだなとか……まぁ、そんなことを考えてた」

　シンくんがメリットを挙げるたび、グサグサと言葉が心に突き刺さる。

　シンくんに好きだと言われて、舞い上がった自分が馬鹿みたいだ。

　この三か月、恋人として過ごした時間はなんだったのか。

　私はシンくんが大好きで、すごく楽しかったのに、彼は違ったのだ。

「お前、なかなか酷いことするんだな。でも、まあ納得。三竹ってお前と比べるとすっげぇ地味だし、女として見れねぇもんな」

　すっげぇ地味……女として見られない。

　先ほどまでは気にならなかった五十部先輩の言葉が、今は心を抉った。

　これ以上ふたりの会話を聞いていられなくなって、私はそっと部室の前から離れた。

　とてもじゃないが、声をかけることなんて出来るはずがない。

　体育館に戻って、最短で仕事を終わらせる。

　いつもは丁寧に掃除をするけれど、今は一刻も早く帰りたかった。

　だって、このあと私は、シンくんと待ち合わせをしているのだ。

　約束したわけではないけれど、部活の日は、いつも私の仕事が終わるのをシンくんが待っていてくれて、一緒に帰っていた。

　少しでも一緒にいたいと思ってくれているからだと、信じていた。

　だけどそれは私の誤解で、もしかして、私が恋人であると周囲へアピールするためだったのかもしれない。

　手早く掃除を済ませて鍵を職員室へと返すと、『先に帰る』とスマホでシンくんに伝えた。

　ひとりでとぼとぼ道を歩きながら、私は悔しくてたまらなかった。

　そりゃあ、確かに私は地味だ。

　お洒落にも興味なくて、ファッションセンスだってない。

　それでも、少しでもシンくんの恋人としてふさわしくなりたくて、努力していたのだ。

　初めてデートが決まった日は、洋服を選ぶのに何時間もかかった。薄く色のついたリップをつけてみた。

　手を繋いだときは、その大きさにドキドキした。

　キスをした日は、恥ずかしいけれど嬉しくて、ひと晩中眠れなかった。

　初恋だった。シンくんのことが大好きだったのだ。

　だけど、そんな風にドキドキしていたのは、私だけだった──。







　暗い気持ちで帰宅すると、リビングで母さんがべろんべろんに酔っぱらっていた。

　普段お酒なんて飲まない母さんの乱れた姿に、私は驚いて目を丸くする。

「お母さん、どうしたの!?」

　リビングの床には、お酒の缶が無造作にいくつも転がっている。綺麗好きなお母さんにはありえないことだ。

　私が慌てて駆け寄ると、お母さんは突然私を抱きしめて、声をあげて泣き始めた。

「お父さんに浮気された！」

「ええ!?」

「職場に恋人ができたって！　浮気じゃなくって、本気なんだって！　残業なんて嘘で、浮気相手と会っていたのよ！」

　あんまりな出来事に、私は頭が真っ白になった。

　ここ数年ずっと、お父さんの帰りが遅かった。

　だけど、仕事が忙しいというお父さんの言葉を、私は疑いもしなかったのだ。

「なんで……そんな……」

「私のことはもう、女として見れないんですって！　確かに、母親になってからはお洒落もできなかったけど、あんまりよ！　私はずっと好きだったのに！」

　お母さんの言葉は、私の心に深い共感を与えた。

　そうだ、あんまりだ。私はずっと好きだったのに！

「お父さん酷い、最低！」

　私はお母さんを抱きしめながら、一緒になって声をあげて泣いた。

「わ、私も、シンくんに好きじゃなかったって言われた。都合が良かったから、つきあっただけだって！」

　三か月。長い時間ではなかったかもしれない。

　でも、私は本気で彼が好きだったのだ。両想いだと信じていた。

　お父さんも、シンくんも、最低だ。

　男性なんて信用できない。信じるものか。

　ぐでぐでに酔っぱらった母さんと一緒に、私はえんえんと泣いたのだった。







２・復讐の始まり








　あれからすぐに、両親は正式に離婚することになり、私もシンくんに別れを告げた。

　間に合わせの彼女がいなくなることを焦ったのか、シンくんは私と別れるのを嫌がったけれど、部室での会話を聞いていたのだと話すと、別れを承諾してくれた。

　そのあと、私は東京から母さんの実家がある他県へと引っ越しをした。

　名前も三竹芳里から、母さんの旧姓である羽は倉くら芳里へと変わって、心機一転、親子ふたりでその土地でやり直した。

　二度と誰にも地味なんて言わせないように、私はお洒落の研究をした。

　そもそも、母さんに似ているので、元の顔立ちは悪くないはずなのだ。

　高校を卒業してからは髪も染めて、いっきに垢抜けたように思う。

　その頃から、男性に声をかけられることも増えてきた。好きだと告白されることも。

　いい機会だと、何人かと交際もしてみた。だけども、どれも上手くいかなかった。

　誰と何をしていても、ふとした瞬間にシンくんのことが頭を過るのだ。

　こんな風に私を好きだと言ってくれている彼も、シンくんのように私を利用しているだけかもしれない。

　シンくんに騙されていたことは、私の中で根強いトラウマになってしまったらしい。

　男性不信で誰とも深い仲になれないまま、気がつけば二十六歳になっていた。

　友人も次々と結婚し、このままではいけないという焦りが生まれる。

　そんな中、私に転機が訪れた。







「東京に転勤ですか？」

「ああ。東京支社の人手が足りなくなってね。羽倉くんなら上手くやってくれるだろうと思って」

　東京支社への移動を命令されて、私は目を丸くする。

　この会社に就職して、ずっとこの部署で働いてきたのに、まさか移動の辞令が出るとは。

　しかも、行き先は東京だ。もう都心には戻ることもないだろうと思っていたのに。

　驚く私に、部長は辞令とは別に、一枚の手紙を渡してきた。

　白く美しい封筒を開くと、中にカードが入っている。

「なんですか、これ。招待状？」

「取引先の記念パーティだよ。東京で働くなら、この会社ともつきあいが深くなるだろうから、羽倉くんも出席するといい」

「なるほど。分かりました」

　私は招待状を受け取って中を開く。

　ＨＦＢという会社が、国際フェスティバルで受賞した記念の祝賀会らしい。都内のホテルで行われるようだ。

　ＨＦＢは少し前からうちと取引がある会社だけれど、部署が違うため、私が関わることはなかった。けれども、今後東京支社に移動になるなら、詳しく知る必要があるだろう。

　辞令と招待状を受け取った私は、自分のデスクに戻ってＨＦＢのＷＥＢサイトを確認する。

　ＨＦＢは数年前にできたばかりのベンチャー系広告代理店だ。けれども、取引先は有名企業が多く、急速に業績を伸ばしているらしい。今回の国際賞だけじゃなく、色んなコンペでも受賞してる。

　業界紙などにも何度か取り上げられているようで、新進気鋭の企業と言える。

　企業情報をスクロールして、社長の情報が表示された瞬間に、私は思わず声をあげた。

「社長、和田守榛!?」

　そこに記載されていたのは、忘れたくても忘れられない、元彼の名前だった。

　本人だろうか。それとも、同姓同名？

　気になってサイトをくまなく探したが、社長の顔写真は記載されていなかった。

「もしかして、ＨＦＢを調べてるの？」

　私の声に驚いたのか、隣の席の隅すみ田ださんがディスプレイを覗き込んでくる。

「あ、はい。今度、祝賀会に出ることになって」

「すごいわよね、この会社。まだ設立して数年しか経ってないのに、大企業を抑えてコンペとったって。しかも、社長がイケメン」

「隅田さん、知ってるんですか？」

「業界紙くらい読みなさいよ。何度か顔出しで紹介されてるわよ」

　そう言って隅田さんは、オフィスの書棚から一冊の雑誌を持ってきてくれた。

「ほらここ」

　彼女が開いたページには、ＨＦＢの紹介と共に、俳優のように顔立ちが整った男の写真が写っていた。どうやら、彼がＨＦＢの社長らしい。

「びっくりするくらいイイ男でしょ。社長がこんなイケメンだったら、社員もやる気が出るわよねぇ」

「それは、隅田さんだけじゃないですか？」

　隅田さんの冗談に返答しながら、私はじっくりとその写真を観察した。

　シンくんと別れてから十年。

　成長して雰囲気は少し変わっているけれど、あの頃の面影があって、とても似ている。

　間違いない。これ、シンくんだ。

　私は受け取った招待状をぎゅっと握る。

　この祝賀会には、ＨＦＢの社長も当然出席する。であれば、十年ぶりの再会になるはず。

「二十七歳の独身だって。将来有望そうだし、狙い目じゃない？」

「独身なんですか、この顔で」

「そう、この顔で！　ああでも、寺てら杣そまテックのご令嬢と婚約するらしいから、もう独身じゃなくなるのかしら。残念だわ」

　婚約という言葉に鼓動が跳ねる。

「寺杣テックって、あの有名な？」

　寺杣テックというのは、社員数も多い上場企業だ。

　ＩＴ系の企業に勤務しているなら、寺杣テックの名前を知らない人はいないだろう。

　そのくらい、力のある会社である。

「逆玉の輿の政略結婚よね。寺杣テックを狙うあたり、和田守社長は野心家ね」

　政略結婚という言葉にもやもやとする。

　彼は今も、そんなふうに自分の都合で相手を選んでいるのだろうか。

　私を恋人にしたあのときから、何も成長していないではないか。

「それにしても、隅田さん、ずいぶんＨＦＢの事情に詳しいですね」

「んふふふ。イケメンウォッチは私の趣味だもの。ＨＦＢの社員のＳＮＳを発見して、フォローしてんのよ。情報管理の甘い子でね。鍵アカだからって、色んな噂を流してくれて」

　低く笑う隅田さんに、私は頬を引きつらせる。

「それって、マズイんじゃないですか？　社長の個人情報ですよね」

「さすがに社名を明言してはなかったけどね。でもまあ、匂わせというか、分かる人には分かる範囲ってやつ。なんにせよ、管理がなってないのは間違いないわ。もっとも、その子、最近会社を辞めさせられたみたいだけど」

「げ。ＳＮＳが原因ですか？」

「さあ。他にも問題があったんじゃないかしら。迂闊そうな子だったから。悪意なくうっかりをしちゃう子は怖いもの。ＨＦＢの判断は間違ってないわね。羽倉ちゃんも、ＳＮＳには気をつけなさいよ？」

　隅田さんが脅してくるので、私は首を左右にふった。

「ＳＮＳはやってません。隅田さんこそ、気をつけた方が良いんじゃないですか？」

「私がうっかりすると思う？　まあ、気をつけるけどね。最近、どこもコンプラを守れって煩いから」

　隅田さんは肩をすくめて、デスクへと向き直る。

　私もディスプレイへと視線を戻して、ＨＦＢのＷＥＢサイトをもう一度眺めた。

　会社は順風満帆。大企業の令嬢と婚約の話もあがって、幸せの絶頂って感じなのかな。

　さきほど見た写真の、楽しそうな男の笑顔が脳裏に浮かぶ。

　私は彼に騙されて苦しんだというのに、シンくんは別の人間と幸せを掴もうとしているのだ。

　……邪魔してやりたい。

　私の心に、そんな薄暗い欲望が芽生えた。

　私はもう、あの頃の地味な女ではない。

　化粧を覚えて、ファッションにも気を使うようになり、びっくりするくらい垢抜けた。

　今の私を見て、昔の私と同一人物だと思う人はいないだろう。

　両親の離婚で苗字だって変わっている。

　今の私なら、シンくんに別人だと思い込ませることだってできるはず。

　シンくんを誘惑して、浮気をさせて、婚約を破談にできたら──。

　そんな仄暗い夢想をしながら、私は招待状をバッグへとしまった。







　淡いグリーンのドレスを身にまとい、丁寧に化粧を施して、私はＨＦＢの祝賀会へと参加した。

　祝賀会は思っていたよりもずっと規模が大きく、ホテルのホールには大勢の人が集まっていた。スーツとドレスの群れを見て、私は小さくため息をつく。

　シンくんと再会して、あわよくば……なんて思ったけれど、これだけの人がいるなら会話することも難しいだろう。

　なにせ、向こうはこのパーティの主催だ。

　それこそ社長クラスの、私なんかよりもずっと重要な招待客との挨拶で忙しそうだ。話をする機会なんて訪れるはずがない。

　私が気落ちしていると、祝賀会が始まった。

　ＨＦＢの社長であるシンくんが前に出て、挨拶をする。

　背筋を伸ばして明朗に言葉を紡ぐシンくんは、彼に複雑な感情を抱いている私から見ても格好良かった。高校時代から容姿が整っていたシンくんだったけれど、成長した姿はそれに磨きがかかっている。

　少し癖のかかった色気のある艶やかな髪に、凛と響く低い声。彼が言葉を紡ぎ始めると、近くにいた女性の招待客から感嘆の息が洩れた。

　あい変わらず、他人を惹きつける華がある。

　自分磨きをして、私もそれなりに変わったと思ったけれど、それでもシンくんほどの華やかさは身についていない。

　シンくんは会場を見回しながら挨拶を続ける。

　彼の視線がこちらを向いて、一瞬、目が合ったような気がした。けれども、それは本当に一瞬で、すぐさま彼の目線は別の場所へと向いてしまう。

　社長の挨拶が終わり、会場が拍手で包まれる。

　お辞儀をして退いた彼は、すぐさま人の輪に取り囲まれた。とてもじゃないが、私が割って入れる雰囲気ではない。

　挨拶のあとは和やかな雑談タイムだ。私は面識のある人に挨拶をして回る。

　東京支社に移動になって、取引先の人達と顔つなぎをしてもらったばかりだ。

　その中にはＨＦＢの社員もいた。今日も会場に来ているはずなので、きちんと挨拶をしておかなければ。

　挨拶と軽い雑談を終えると、小腹が空いてくる。

　祝賀会は立食形式で、簡単に摘まめる軽食が各所に用意されていた。

　サンドイッチでもいただこうかな。そんな風に考えて、移動しようとしたそのときだった。

　ドンッと誰かが私にぶつかって、次の瞬間、冷たい液体が身体に降り注ぐ。

　水色のドレスを着た女性がよろめいて、手に持っていたグラスを私に零してしまったのだ。

「私ってばなんてことを！　申し訳ございません」

　空になったグラスを手に、彼女が青い顔をして私に謝罪する。

　私の淡いグリーンのドレスは、シミができて色が変わってしまっていた。

「ああ、どうしたら！　クリーニング代をお出しするとして……着替えを……！」

「大丈夫です。早めに切り上げようと思っていたところでしたから」

　狼狽える女性に対して、私は笑顔でそう告げた。

　関係者への挨拶は終えたし、シンくんとは接触できそうにない。であれば、これを機に早めに退席させてもらっても問題ないだろう。

「そんな！」

　弁償しますと慌てる女性を宥めて、会場を抜け出そうとしたそのときだった。

「どうした？」

「社長！」

　聞き覚えのある声が割って入り、私は身体を固くした。

　信じられないことに、仲裁にやってきたのは、先ほどまで壇上で挨拶をしていたシンくんだったのだ。

　彼は空になったグラスと汚れた私のドレスを見比べて難しい顔をすると、私に向かってすっと頭を下げる。

「うちの社員が大変な失礼をしました。申し訳ない」

　なるほど。どうやら、粗相をしてしまった女性はＨＦＢの社員だったらしい。

　私は笑顔を作りながら、探るようにシンくんを眺めた。

「気にしないでください」

「そういうわけにはいきません」

　謝罪をするシンくんは、私に気づいた様子はない。そのことに少し安心する。

「着替えを用意いたします」

「そんな、必要ありません。すぐに失礼させていただきますので」

「だったらなおさら、そのような服で帰すわけにはいきません」

　彼は強引にそういうと、スタッフのひとりを呼び止めて、私を連れて行くように告げた。

　案内されたのは、パーティが行われていたホテルの客室だ。ＨＦＢがいくつか部屋を確保していたのだろう。

　ここで少し待つように言われて、数分後、ホテリエが大きな紙袋を持ってきた。

「和田守様から、こちらをお渡しするよう仰せつかっております」

　恭しく渡された紙袋を見て、私の頬がひきつった。

　その紙袋は、ホテル一階のブティックに入っている、高級ブランドのものだったからだ。

　恐る恐る中を覗くと、案の定、そのブランドのドレスが入っていた。

　タグは切られていたが新品だろう。私が今着ているドレスの、何倍もする高級品なのは間違いない。

「ずいぶんと太っ腹な……」

　私には身に余る品物だったけれど、せっかく用意してくれたものを着ないわけにもいかない。

　着替えたドレスは美しく、さすがの肌触りであった。

　客室にあった鏡で身だしなみを確認しながら、これはチャンスだとほくそ笑む。

　ジュースをかけられたときはツいていないと思ったが、これでシンくんに接触できる口実ができた。

　入念に身なりを整えてから、私は会場へと戻った。

　ドレスのお礼を告げるためにシンくんを探そうとしたが、それよりも早く、彼が私に気づいて声をかけてくる。

「先ほどは大変失礼しました、羽倉さん」

　名前を呼ばれてドキリとする。

　もしかしてバレてしまったのかと驚いて目を丸くすると、彼は茶目っ気のある笑顔をみせた。

「失礼ながら、招待客リストを拝見させていただきました。ＭＴデザインズにはいつもお世話になっております」

「とんでもございません。こちらこそ、ＨＦＢには良くしていただいて」

　形式的な挨拶をしながら、苗字が変わっていて良かったと胸をなでおろす。

　昔のままの三竹芳里という名前だと、さすがに元カノだとバレていただろう。

「こんな素敵なドレスまでご用意いただいて、本当にありがとうございます。かえって申し訳ないくらい」

「せっかくご来場いただいたのに、不快な思いをさせてしまいましたから」

「とんでもない。私も、ぼうっとしていたのが悪いんです」

　これだけ会話をしていても、シンくんは私に気づいた様子がない。

　確かに見た目も雰囲気も変わったが、声は変えようがないのだ。

　……昔の彼女に似てるなとか、思わないのかな。

　もしかしたら彼はもう、私のことなんて忘れてしまったのかもしれない。

　そう思うと、余計に胸の奥がモヤモヤとした。

　あの日から、私はシンくんのことを忘れられずに、トラウマにさえなっていたのに。

　彼にとって私はその程度の存在だったのだ。

「他に何か、お詫びができればいいのですが」

　表情を曇らせた彼は、誠実そうな好青年に見える。

　けれどもこの男は、好きでもないのに私とつきあい、今だって、利益のために大企業の令嬢と婚約しようとしているらしいのだ。

　許せるはずがない。

「でしたら、今度、お酒でもご一緒できませんか？」

　媚びるようにそう言うと、彼は驚いた風に目を瞬いた。

「ぜひ、もっと和田守さんとお話をしてみたくて」

　誘ってから、しまったと後悔した。

　彼は昔から女性にモテていたのだ。

　しつこい女性が嫌で、その好意から逃れるために私を彼女にするくらいには、うんざりしていたはず。

　こんな風に自ら誘いをかけてくる女性は、彼が最も嫌うものではないか。

「良いですね。では、祝賀会のあとにでもどうです？」

「え？」

　てっきり断られると思ったのに、あっさりと承諾されて私は目を瞬く。

　しかも、祝外会のあとにだなんて、ずいぶんと急だ。

「このあと、ですか？　でも、和田守さんはお忙しいんじゃ」

「閉会の挨拶をすれば、俺の仕事は終わりですよ。片づけなどは他の者に任せているので問題ありません。羽倉さんにご予定がなければ、ぜひ」

「え、ええ。もちろん」

　彼の乗り気な様子に驚いたが、私は笑顔を作って頷いた。

　──婚約しようとしている人がいるのに、別の女性の誘いに乗るんだ。

　社員がしたことの謝罪なら、このドレスだけで十分以上に釣り合いが取れている。あとは、クリーニング代でも渡せば完璧だろう。社長が自らこんな誘いに乗る必要はない。

　そもそも、ＨＦＢにとってうちの会社はそれほど重要な取引先でもないのだ。

　だとすれば、私の誘いを受けるのは別の狙いがあるか──あるいは、本当に下心があるのか。

「では、のちほど連絡しますね。あ、名刺をいただいても？」

「あ、はい。これです」

　促されて、私はパーティバッグから名刺を取り出して、彼に渡す。

「それじゃあ、またあとで」

　ひらひらと手を振って、シンくんは別の場所へと移動した。

　彼はこの祝賀会の主役だ。あっという間に人に囲まれたシンくんを眺めながら、私は複雑な気持ちでため息をついた。

　復讐のためにシンくんに近づいたって、きっと、良いことなんてない。

　そう分かっているのに、自分の行動を止められそうになかった。







　祝賀会はつつがなく終了した。

　あとで飲みに行こうと言ったシンくんの言葉を信じて、ホテルの隣にある喫茶店で彼からの連絡を待つ。

　コーヒーを飲みながら時間を潰していると、三十分後に、シンくんから電話がかかってきた。

　のちほどとは言われたが、まさか本当にすぐに連絡が来るとは思わなかったので私は驚く。

　慌てて通話ボタンを押すと、電話越しにシンくんの声が聞こえた。

「お待たせしました。今、どこにいますか？」

「ホテルの隣にある喫茶店です」

「では、すぐにそちらに向かいます」

　そのまま待っていると、喫茶店にシンくんが現れる。

「待たせてしまってすみません」

「いえ、早かったですね」

「あまりお待たせしてはいけないと思って、急ぎました」

　シンくんとふたり、タクシーに乗って移動する。

　飲みに行こうと誘ったものの、店を考えてはいなかった。そもそも、私にはまだこのあたりの土地勘がない。

　そう告白すると、シンくんがおすすめだというＢＡＲに案内してくれた。

　落ち着いた店で軽く乾杯を済ませてから、彼がおもむろに口を開く。

「今日はお誘いいただき、ありがとうございます」

「こちらこそ、つきあってくださって、ありがとうございます」

　カンとグラスを鳴らしてから、私はおずおずと彼の表情を窺う。

「あの、誘った私が聞くのもなんですが、良かったんですか？」

「良かったとは、何が？」

　寺杣テックのご令嬢と婚約するんじゃないかと心の中で問いかけたが、それは、私が知っているはずがない情報だ。

「恋人や婚約者がいるんじゃないかと思って。取引先の人間とはいえ、ふたりで飲みに行ったら誤解されませんか？」

　何も知らないふりをして、私はシンくんの反応を探る。

　ここで婚約者なんていないという答えが返ってくれば、最低だ。

　シンくんは、またしても嘘をついて私を騙そうとしていることになるのだから。

「あー、そうですね。恋人はいないんですけど、婚約するか迷っている人はいます」

　嘘をつかれるかと警戒したが、シンくんは困ったように眉を下げながら、そう正直に打ち明けた。

「婚約者がいらっしゃるんですか」

「ああ、いえ、まだ婚約はしていないんです。実は、そのことで少し第三者の意見を聞いてみたいなって思っていまして。良かったら、俺の話を聞いてもらえませんか？」

　つまり、私に相談したいということだろうか。

　あまりに突飛な提案に、私は目を丸くする。

「私の意見で良いんでしょうか。会ったばかりの、他社の人間ですが」

「俺のことも相手のことも知らない人のほうが、素直な意見を貰えるんじゃないかと思って。それに、社内の人間は基本的に俺に厳しいことは言いませんから」

　まあ、それはそうだろう。自社の社長に率直な意見を言える人なんて、なかなかいない。

「それに、羽倉さんなら親身になってくれるんじゃないかって思ったんです」

「え？」

「浅あさ田だを──ああ、羽倉さんに失礼をしたうちの社員です。彼女を責めずに、それどころか、ドレスを駄目にされたのに、嫌な顔ひとつせずに許そうとしてくれたでしょう？　優しい人だな、と」

「あれは事故でしたから。でも、そんな風に言ってもらえて嬉しいです。私でよければ、ぜひ」

　私はわざと明るい声で言って、笑顔を作る。

　シンくんの事情を知るチャンスだ。ぜひとも、相談してもらおうじゃないか。

「ありがとうございます。相談に入る前に、堅苦しいのはやめにしませんか？」

「どういう意味です？」

「羽倉さん、見た感じ、俺と同年代でしょ。敬語じゃなくていいですよ」

「さすがにそれは……」

　つきあっていた頃と違い、今のシンくんは取引先の社長なのだ。

　以前と同じ感覚で話していいはずがない。

「じゃあ、俺も敬語を使わないから。ね？」

「そんなことを言われても、難しいですよ」

「そう言わずに。俺が仕事関係の人間だってことは忘れて欲しいな。もし羽倉さんが俺に酷いことを言っても、それを仕事に影響させるってことは絶対にしないから」

「そこまで言うなら……こんな感じでいい？」

　お互いにくだけた口調になると、高校時代の記憶が蘇る。

　あのときはシンくんの本音を知らず、ただ純粋に好きだという気持ちだけでつきあっていた。

「いいね、ありがとう」

　シンくんはそう言うと、仕切り直すようにお酒を少し口にする。

「それで、相談っていうのは、婚約者のことだよね？」

「そう。婚約っていうか、信用できる人から、お見合いの打診をされているところなんだ。条件はめちゃくちゃ良くて、俺には勿体ないくらいの話だよ」

　ぼかしているが、噂が本当なら、相手は寺杣テックのご令嬢なのだろう。

「勿体ない話なのに、迷ってる？」

「条件だけで相手を選んで、上手くやっていける自信がなくて」

　彼の言葉に、私は目を瞬いた。

　驚いた。シンくんでも、そんなことで不安になったりするんだ。

「和田守さんなら、誰とでも上手くやれそうだけど」

　実際に彼は今、初対面だと思っている私相手でも、こんなにフランクに話せている。

　それに、高校時代だって、きちんと私の彼氏をやれていた。

　それこそ、本当に私のことが好きなのだと思わせられるくらいの徹底ぶりだったのだ。

　あの日、盗み聞きをしなかったら、私はシンくんの本音に気づけなかっただろう。

「まさか。誰とでも上手くやれるなんてとんでもない。とくに恋愛関係は全然ダメで、長続きしたことがないんだ」

「和田守さんが？」

「羽倉さん、俺にどんなイメージ持ってるの」

「だって、ものすごくモテそうだから」

　百戦錬磨のような顔をして、恋愛が上手くありませんだなんて言われても、欠片も説得力がない。

「まぁ、モテないとは言わないけど……好きになってくれる人がいることと、自分が相手を好きになれるかどうかは、別でしょ」

「ああ、なるほど」

　その言葉で納得した。つまり、告白されてつきあっても、その相手を好きになれないということなのだろう。

「恋人になっても、相手を好きになれないんだ」

「まあ、そんな感じ。仕事は上手くいってるけど、恋愛絡みでは失敗ばかり」

　ふぅん。なんでもそつなくこなせそうなのに、案外、不器用なところもあるんだな。

　いくらシンくんでも、感情ばかりはどうにもならないということなのだろうか。

「それで、婚約も悩んでいるんだ」

「恋人なら、上手くいかなければ別れればいいけど、結婚だとそうはいかないでしょ。もし婚約して、それでも相手を好きになれなかったら、申し訳ない」

　申し訳ない？　私のときは、簡単に利用したくせに。

　そりゃあ、シンくんの言う通り、恋人と結婚は違うのだろう。

　それでも、その婚約者候補の人に比べて、昔の自分が軽んじられているようで、どうにも不愉快だ。

「でも実際、好きになれるかどうかなんて、会ってみなければ分からないと思うけど。お見合いや結婚相談所からの出会いでも、上手くいく夫婦もたくさんいるし」

「でも、会ったら期待させないかな」

「それはあるかもしれないけど、見定めているのは、相手も同じはずだから。もしかしたら、向こうから断られる可能性だってあるんだし」

　結婚ともなれば、相手だって真剣にシンくんのことを見極めようとするはず。

　私がそういうと、シンくんは驚いたように目を丸くした。

「そうか、そうだね。向こうから断られる可能性もあるのか」

　自分が断られるかもしれないって思わないんだ。

　シンくんは常に選ばれ続ける人だったんだろうな。

「うん。やっぱり羽倉さんに話して良かった。ありがとう」

「話を聞くくらいしかできないけど、私で良ければいつでも相談に乗るよ」

　私は友好的な笑みを浮かべる。

　今日、婚約を止めた方が良いと言わなかったのは、シンくんに警戒を抱かせないためだ。

　まずは彼の味方であると思い込ませて、次に繋げることが大事なのだ。

「また連絡していいの？」

「もちろん。いつでも待ってる」

　狙った通り、シンくんには好感を持ってもらえたようだ。

　次に繋がる言葉を貰って、私は内心でほくそ笑む。

　そのあとはたわいもない雑談をして、夜もすっかりふけたところで解散した。

　まだ終電ギリギリの時間だったけれど、シンくんに押しつけられたタクシー代で、タクシーを拾って家に帰る。

　会話すら出来ないかもしれないと思っていたのに、予想以上の手ごたえだった。

　なんだか順調すぎるような気がしたけれど、上手くシンくんと会話できたことに上機嫌で、私は自宅へと戻ったのだった。







３・打算だらけのデート








　シンくんと再会して、半月が経過した。

　その間、私は何度かシンくんとメッセージをやりとりしている。

　内容は主に彼の婚約についてだ。どうやらシンくんは、次の休みに相手と会うらしい。

　昔のお見合いみたいに、料亭なんかで顔合わせをするのかと思ったけれど、相手のお嬢さんがそういうスタイルを嫌ったらしく、ふたりでデートすることになったのだとか。

「ふぅん。デート、か」

　報告をくれるシンくんのメッセージを、私はもやもやとした気持ちで既読にした。

　相手と会うようにすすめたのは私だ。

　それなのに、実際にデートをするのだと聞けば、どうしてこんなにも心がささくれ立つのだろうか。

　きっと、シンくんが幸せそうにしているのが、腹が立つんだ。

「……シンくんを、幸せになんてさせてやらない」

　心とは裏腹に、私は『頑張ってね！』と、彼を応援するメッセージを送信した。

　大丈夫。もしこのデートが上手くいったとしても、邪魔をするチャンスはきっとある。







　そして、土曜日がやってきた。

　今日はシンくんが例のご令嬢とデートする日らしい。

　どうにも落ち着かない気持ちで一日を過ごして、夜になってから、シンくんに『デート、どうだった？』という軽いメッセージを送る。

　時計の針は十時を指している。さすがにもう解散しているだろう。

　いやしかし、盛り上がってしまって、まだご令嬢と一緒にいるって可能性も──。

　想像して目を白黒させていると、すぐさまスマホの通知が鳴った。

『デート、ダメだった』

　そんな短い文章を見て、私はほっと息を吐き出す。

　そうか、上手くいかなかったのか。

　自然と頬が緩んで、ニマニマとしてしまう。

　どう返事をしようか悩んでいるうちに、次の通知が来た。

『時間ある？　電話してもいいかな』

　私が慌てて了解のメッセージを送ると、すぐさまシンくんから通話がきた。

「もしもし、羽倉さん？」

「和田守さん？　お疲れ様です」

「お疲れ様。ごめんね、夜遅くに」

「ううん、家でダラダラしていただけだったから。それより、デート、ダメだったの？」

　喜びが声に出ないように、シンくんを心配したフリをして私は探りをいれる。

「そうなんだ。どうにも会話が弾まなくて。デートに選んだ場所が悪かったのかも」

「どこに行ったの？」

「美術館」

　それはまた、渋いセレクトだ。

　いや、美術館デートも悪くはない。私も美術館は嫌いじゃないし、恋人とふたりでゆっくり作品を見て回れるのは良いと思う。

　だけども、初対面で相手をよく知ろうというときに、美術館デートはどうなのだろうか。

　館内では静かにしなきゃいけないだろうから、自然と会話も少なくなるはずだ。

「どうして美術館にしたの？」

「彼女のお父さんから、美術品が好きだっていうのを聞いていたから」

　なるほど。相手の趣味に合わせたというのは悪くない。

「それじゃあ、会話は少なくても、相手は楽しかったんじゃない？」

「うーん、でも、あまり好きじゃない作家の個展だったみたいでさ。しかも、終わったあとで喫茶店に行ったんだけど、そこでの感想も嚙み合わなくて」

「和田守さんは美術品、好きなの？」

「それが、実はさっぱりで」

　リサーチ不足の上に、自分は興味がないジャンルだったのか。

　それでは、盛り上がらないのも無理はないかもしれない。

「場所選びが失敗だったかもしれないね。やっぱり、ふたりで楽しめるようなデートじゃないと」

「ふたりで楽しめる、か。でも俺、デートで楽しいって思ったこと、ほとんどなくて」

「ええ？　それはまた、どうして」

「なんていうか、接待みたいになっちゃうんだよね。相手は何が好きかを考えて、向こうが望むように振舞おうとしちゃうんだ。だから、あまり楽しくない」

　それは、昔からそうなのだろうか。

　だとしたら、私とつきあっていたときのデートもそうだったの？

　私だけが楽しんでいて、シンくんは内心、つまらないと思っていたのか。

「そんなデートは、相手に失礼だよ！」

　気がつけば、私は本気でシンくんを叱っていた。

「もちろん、相手に楽しんでもらうのも大事かもしれない。だけど、それ以上に和田守さん自身が楽しくないと」

「相手に失礼……か。確かに、そうかもしれない」

　いくらデートが楽しくても、相手が自分と同じだけ楽しんでいないと分かれば、悲しいものだ。

　楽しければ楽しかったぶんだけ、むなしくなってしまう。

「ねぇ、羽倉さん。明日って時間ある？」

「え？」

「良かったら、俺とデートしてくれないかな」

　まさかそんな風に誘われると思わず、私は耳を疑った。

「羽倉さんとなら、俺が楽しめるデートができる気がするんだ」

　スマホの向こうから甘い声が聞こえてきて、気がつけば私は顔を赤くして、オーケーをしていたのだった。










　シンくんとデートをすることになってしまった。

　どうしてそうなったのかよく分からないが、とにかく、これはチャンスだ。

　シンくんを私に惚れされて、令嬢との婚約を破談にして、復讐するのである。

　そうと決まればのんびりしていられない。

　私は少しでも可愛く見えるような服を必死で選び、入念にスキンケアを行った。

　そうして迎えた日曜日。

　今日はシンくんが楽しめるプランということで、どこに行きたいかという私の意見は聞かれていない。

　車で迎えに来るというので、最寄り駅のロータリーで待ち合わせにしてもらった。

　これから復讐してやろうという身で、自宅の住所を教えるのに抵抗があったからだ。

　めいっぱい気合をいれた服を着て、駅へと向かう。

　待ち合わせ時刻の五分前になって、シンくんが運転する車が見えた。

　黒のＢＭＷを路肩に寄せると、運転席から私服の彼が降りる。

　先日のスーツ姿も様になっていたが、こうしてラフな服装をしていても格好良いところが腹が立つ。

「ごめん、待たせたかな？」

「大丈夫、まだ時間前だよ」

　腕時計を見せながら私が言うと、彼はニコリと笑う。

「よかった。じゃあ、乗って」

　シンくんが助手席のドアを開ける。

　助手席に乗り込んで、シートベルトを締めていると、運転席に彼が座った。

「今日はつきあってくれて、ありがとう」

「ううん。こっちこそ、誘ってもらえて嬉しい。でも、私とデートなんてしていいの？」

　彼は昨日、ご令嬢とデートをしてきたばかりなのだ。

　その翌日に別の女とデートをするなんて、さすがに不誠実ではないだろうか。

「うーん、あまり良くないんだろうけど。今日は、俺の練習ってことでつきあってくれない？」

「練習って、デートの？」

「そう。俺がデートをちゃんと楽しむ練習」

　練習という名目なら良いのだろうか。いや、やはり良くはないだろう。

　良くはないけれど、私としては都合が良い。このチャンスに、全力で乗っかるしかない。

「じゃあ、私は和田守さんが楽しめるよう頑張るね」

「よろしく。っと、そうだ。せっかくだから、今日は恋人同士ってことにしてもいい？」

「え？」

「今日だけでいいよ。デートをしている間だけ」

「……うん、今日だけなら」

　シンくんの提案に心がざわつく。

　いったい、どういうつもりでこんな提案をしてくるのか、彼の真意を知りたくてじっと横顔を見つめるが、彼の心が透けて見えたりはしなかった。

「じゃあ、今日の俺達は恋人ってことで。よろしく、芳里」

　昔みたいに名前を呼び捨てされて、顔が強張る。

「和田守さん、名前……」

「恋人なら、名前で呼び合うのは普通でしょ。芳里も俺のことはシンって呼んで欲しいな」

　それは恋人になったばかりの頃、シンくんが私に言った台詞に似ていた。

　シンくんのことを先輩と呼ぶ私に向かって、敬語をやめて名前を呼び捨てるように彼は言ったのだ。

　あのときの記憶が蘇ってきそうで、名前で呼ぶのは嫌だ。

　けれども、ここでそんなことを言い出すのは不自然だし、彼の好感度を下げる可能性もある。

「……シンくん」

「いいね。ありがとう」

　しぶしぶ私が名を呼ぶと、シンくんは上機嫌でハンドルを握った。










　シンくんが向かった先は、思いがけないことに水族館だった。

　チケットを渡されてふたりで館内入ると、すぐさま巨大なメイン水槽が目に飛び込んでくる。

　優雅に魚が泳ぐ姿は美しく、思わず見とれてしまう。

「うわぁ、すごい！　マンタだぁ」

　目の前を大きなマンタが横切って、私は大きく口を開けた。

「水族館は好き？」

「うん。魚だけじゃなくて、動物は全部好き。動物園も好きなんだ」

「分かる。なんかこう、癒されるよね。俺は動物の可愛い動画とかも好きで、結構ブクマしてる」

「そういう動画は私も好きだけど、ブクマしてるんだ」

　シンくんが動物動画をブクマしているのがなんだか面白くて、私は少し笑ってしまった。

「仕事してると、色々と疲れることもあるでしょ？　そういうときに見るんだよ」

「あー、分かる。私も通勤途中で見て癒されてる」

「じゃあアレは見た？　最近動画サイトにあがってた、アルマジロの子供二匹がじゃれ合うやつ」

「みたみた！　めちゃくちゃ動きが可愛かったんだよね」

　動物動画の話で盛り上がりながら、私は思いがけず楽しい気持ちで水族館を見て回った。

　熱帯魚のコーナーを巡ったあとは、水族館の中にあるカフェで昼食を食べる。

　海の生き物をかたどった可愛いランチプレートがたくさんあって、どれを頼むか真剣に悩んでしまった。

「シロクマの北極カレーも可愛いんだけど、こっちのシュモクザメのランチボックスも捨てがたい」

「分かる。あと俺、カクレクマノミのサラダも見たい」

「ああ、それも気になるね。どうする？」

　シンくんはメニューを眺めながらうーんと唸る。

「お腹は空いてる？　全部頼んで分けようか」

「え、半分も食べられないよ」

「そこは、俺が頑張る」

　シンくんは任せろとばかりに胸を叩いて、悩んでいたメニューを全部注文した。

　しばらくするとテーブルの上が料理でいっぱいになる。

　どのお皿も可愛くて、私は思わずスマホを取り出して写真を撮った。

　私が撮影していると、シンくんも撮りたくなったらしく、ふたりで並んで撮影する。

　それが終わったら実食だ。

　こういった見た目が可愛い料理は、味がいまひとつのことも多いのだけれど、ここのレストランは味も美味しかった。

　けれども、調子に乗ってたくさん注文したものだから、いかんせん量が多い。

　思った通り、半分も食べられずにギブアップすると、シンくんがあとは任せろと食べ続け、お皿を綺麗にしてくれた。

　そういえば、彼は昔からよく食べる人だった。

　部活でエネルギーを使うからといって、驚くほどの量の昼食を食べていたものだ。

　それでもまったく太らないのだから、どこに消えているのだろうか。

「シンくん、よく食べるね」

「最近は控えてるけど、昔はもっと大食いだったんだ」

　たくさん食べても所作は綺麗なまま、テーブルにあった紙ナフキンで彼は口元を拭った。

「こんな風に人前で好きに食べるのは、久しぶり」

「そうなの？」

「一緒に食事に行って、たくさん頼むと驚かれるでしょ？　だから、いつもは控えるようにしてる。でも、今日は俺が楽しんでいいデートだから」

　食べ終わったシンくんは、ニコニコと楽しそうな顔で私を見つめる。

「今日は、シンくんも楽しめてる？」

「うん、すごく楽しい。こんなに楽しいデートは久しぶり。芳里とだったら楽しいんじゃないかって思ったけど、思った通りだった」

　弾んだ声のシンくんは、心からそう思っているように見える。

「時間もちょうど良いし、次はショーを見に行こうか」

　空腹を満たしたあとは、ふたりでショー会場へ向かった。水族館のショーはとても見事で、可愛いイルカやアシカの姿に癒される。

　イルカ達の統率のとれたジャンプにはしゃいでいると、アシカが大きく尻尾を振って、前の席に座っていた私たちのところまで水が飛んできた。

「ひゃあ!?」

　思いがけず服が濡れてしまい、揃って間抜けな顔をしてから、声をあげて笑う。

「楽しかったね」

　ショーが終わったあと、売店でタオルを買いながら彼は笑った。

　服が濡れたといっても、このくらいならすぐに乾くだろう。

　シンくんから受け取ったタオルで服を拭いながら、私は複雑な顔をした。

　復讐が目的のはずなのに、こんなにも楽しんでしまうとは……。

　過去のアレコレを横に置いておくと、驚くほどシンくんとは話が合う。

　可愛いと感じる生き物が同じだったり、水族館の中でも回りたい場所が一緒だったり。

　そういえば、高校時代のデートもこんな感じで、とにかく楽しくて時間が経つのがあっという間だった。

　シンくんといる時間が幸せで、楽しくて……だからこそ、同じ気持ちじゃないと知って、悔しかった。

「水族館もひと通り見て回ったかな。このあとはどうしようか」

　館内マップを眺めながら、シンくんが悩むように顎に手をあてる。

　関係を深めるチャンスだと思い、私は彼に一歩近づく。

「デートなんだし、ふたりきりになれる場所に行かない？　……シンくんの家とか」

　ほんの少し身体を寄せながら、私は甘えた声でそんなことを強請った。

　彼は驚いたように目を丸くする。

「え、俺の家？」

「うん。私、料理とか好きなんだ。デートのお礼に夕飯を作るっていうのはどうかな？」

「芳里が作ってくれるの？　それは、嬉しいけど」

「じゃあ決まり。あ、帰る途中でスーパーに寄ってね」










　なかば強引に向かったシンくんの家は、都内にあるタワーマンションの一室だった。

　水族館で学生のようなデートをしたあとだから違和感があるが、こうして立派な自宅を見ると、やっぱりシンくんは成功者なんだと実感する。

　高校時代もシンくんとの格差を感じていたが、再会した今も、それは埋まらない。

　──べつに、格差があっても、どうでもいいけど。

　恋人だった当時ならともかく、復讐をするだけなら、格差なんて関係ない。

「シンくんはイタリアンは好き？　ペスカトーレとか」

「うん、大好き」

「よかった」

　高校時代から好みは変わっていないようで、安心しながらキッチンに移動した。

　パスタを茹でるためのお湯を沸かして、フライパンでソースを作る。

　シンくんはあまり料理をしないのか、使われた様子のないキッチンだったが、調理器具は良いものがひと通り揃っていた。

「はい、どうぞ。召し上がれ」

　出来上がったパスタをお皿に盛って、ダイニングテーブルで待つシンくんの前に置く。

　サラダの皿をその隣に置くと、グラスにワインを注いだ。

「美味しそう。いただきます」

　シンくんの正面に座って、私も同じように食事を始める。

　ワインはシンくんの家にあったものだ。赤ワインは得意ではないのだけれど、シンくんがセラーから出してきたそれは、甘い口当たりで飲みやすかった。

　多めに作ったつもりだけれど、彼はあっという間に完食して満足気に笑う。

「すごく美味しかった。ありがとう」

「口に合って良かった」

「本当に美味しいよ。毎日作ってもらいたいくらい」

　まるでプロポーズのような言葉を言われて、私は面食らった。

　本当に、彼はどういうつもりでこういう言葉を口にするのだろう。

　私に気があるのか、それとも、誰にでもこういうことを言うのか。

「だったら、私と結婚する？」

　冗談めかした口調で切り込むと、彼は目を瞬いた。

「それは、ジョーク？　それとも、本気？」

「ジョークだったら、こんな風に家に来たりしない」

　私は思わせぶりに見えるよう、熱っぽく彼を見つめた。

「今日、一緒に過ごして改めて思ったの。私、シンくんのことが好き」

「っ……！」

　私の告白を受けて、シンくんは息を飲んだ。

「シンくんには婚約の話が持ち上がってることも分かってる。でも、やっぱり、気持ちだけでも伝えたくて」

　今日のデートでは、手ごたえを感じた。

　シンくんも、私のことを悪く思ってはいないだろう。

　問題は、ご令嬢よりも私の方が良いと思わせることができるかだ。

「私の気持ちなんて、シンくんには迷惑かな？」

「迷惑なんて！」

　私の言葉に、シンくんはすかさずそう叫ぶ。

「芳里が俺に好意をもってくれているなら、すごく嬉しい。俺も同じ気持ちだったから」

「本当に？」

　シンくんの本音を探りながら、上目遣いで彼を見る。

　シンくんは真面目な顔をして、大きく首を縦に振った。

「祝賀会で君を見つけてから、ずっと気になっていたんだ。相談に乗ってもらえたのも嬉しかったし、今日だって、一緒にいてとても楽しかった。こんな風に一緒にいるだけで嬉しく思える女性なんて、きっと他にいない」

「それって、昨日会ったご令嬢よりも？」

　私が尋ねると、シンくんはもちろんだと頷いた。

　私は立ち上がって彼に近づくと、感極まったように彼に抱き着く。

「嬉しい……！」

　シンくんのことが大好きな女性を演じながら、彼の胸の中で私はにやりと笑う。

　こんなにも上手く行くと思わなかった。

　だけど、まだ油断できない。シンくんは令嬢に断りを入れたわけではないのだ。

　もし彼が最低な男なら、どちらの女性にもいい顔をしている可能性だってあるのだから。

「……芳里」

　切なげに私の名前を呼びながら、彼は私の背中に腕を回した。

「こんな風に君に想ってもらえるなんて、夢みたいだ」

　もしこれが演技なら、シンくんは俳優になれるんじゃないだろうか。

　そう思えるくらい、彼の表情は喜びに満ちていた。

　あまりに嬉しそうなシンくんの様子に、私の胸にジリッと罪悪感が浮かぶ。

「わ、私のほうこそ夢みたい。シンくんみたいに素敵な人に、そんな風に言ってもらえるなんて」

　私は表情を見られないように、彼の胸に顔を押しつける。

　けれども彼は私の顎を掴むと、クイっと上に持ち上げた。

「ねぇ、芳里。キスしても良い？」

　至近距離でシンくんに顔を覗き込まれて、心臓が跳ねる。

　もちろん良くない。良くないのだけれど、ここで拒否するのは不自然だ。

「もちろん」

　動揺を悟られないように、私は彼の頬に手を伸ばす。

　そして、彼がキスをする前に、自ら彼に唇を押しつけた。

　触れるだけのキスをして、彼から離れる。

　私だってもう二十六歳だ。高校生の頃ならともかく、キスくらい大したことではない。演技ですることだってできる。

　けれども、シンくんはこんなキスでは満足しなかったらしい。

　私の頬に手を置くと、再び唇を押しつけてきた。

「ぅんっ！」

　不意打ちのキスに驚いていると、唇を割って舌が入り込んでくる。

　息を奪われるような深い口づけに私は目を瞬いた。

「っ……はぁ、ん……！」

　離れようと身を引くと、いつの間にか後頭部へとまわった手によって動きを封じられ、再び唇を塞がれる。

　貪るような性的なキスは、私が欲しいのだとシンくんに請われているようだった。

　こんなキス、高校生のときはしなかった。

　シンくんは存分に私の口内を楽しんでから、ようやく少し唇を離した。

　至近距離で見上げると、熱で潤んだ色気のある彼の目が私を見つめている。

「今日は、帰したくない」

　色っぽく囁かれた言葉の意味が分からないほど、子供ではない。

　どきどきと鼓動が早くなるが、その言葉に頷くことはできなかった。

「だ、ダメだよ。帰らないと、明日は仕事だし」

「じゃあ、夜中まで一緒にいて。きちんと送って行くから」

　シンくんはそう請いながら、私の後頭部に回っていた手を腰へと下ろす。

　妖しい手つきでそのまま腰元を撫でられて、私は思わず狼狽えた。

　どうしよう。すぐにでも寝室に連れていかれそうな雰囲気だ。

　もちろん、彼の家に来たいと強請った時点で、ある程度、女を使って誘惑するつもりはあった。

　けれども、考えていたのはキスやボディタッチまで。

　シンくん相手に、最後まで身体を許すつもりはない。

「んっ……」

　私がどうすべきか迷っていると、焦れたシンくんが再び唇を塞いだ。

　さっきと同じ、口内を愛撫するような性的なキス。

　けれど、今度はそれだけでは終わらなかった。

　腰元を彷徨っていたシンくんの手が、するりと私のシャツの中に入り込み、直接、素肌を撫で始める。

「あっ、だ、ダメ！」

　シンくんの唇から逃れて、どうにか私は彼を制止する。

「ダメ？　どうして？」

「それは……」

　好きだと言った手前、彼を止めるのに、都合のいい言葉が浮かばない。

「好きだ、芳里。俺は君が欲しい」

「あっ、待って、んっ！」

　シンくんの唇が、今度は首に落ちてくる。

　暖かく湿った感触がそのまま下へと移動すると、ぞくりとしたおかしな感覚が走った。

「芳里」

　首元で甘く名前を呼ばれると、彼の吐息が肌に触れる。

　ぷつりと、一番上のボタンが外された。彼の指は続いて二つ目のボタンも外す。

　空いた胸元から鎖骨が覗き、彼の唇はそこへと吸いついた。

「やぁっ、っん！」

　シンくんの唇は鎖骨をなぞり、背中に回った手は衣服の中へと入り込んで、私の肌を撫でまわす。

　情熱的な愛撫を受けながら、私は焦っていた。

　なんとかシンくんを止めないと。だって、私は、初めてなのだ！

　過去のトラウマから男性不信気味で、上手く異性とつきあえなかった私は、この年になってもバージンのままだった。

　大事にとっておいたわけではないが、だからといって、復讐のために捨てるつもりもない。

　どうやってシンくんを止めるべきかと悩んでいると、シンくんの顔が離れて、ふわりと身体が浮き上がった。

　私はシンくんに横抱きにされて、そのままリビングの隣にあった寝室へと連れていかれる。

　寝室はこれまた上品なデザインで、どこかの高級ホテルの一室のようだ。

　なんて、呑気に部屋を観察している場合じゃない。

　焦る私をシンくんは丁寧にベッドに下ろす。

　ふかふかと気持ちのいいベッドから逃げ出そうとしたら、それを邪魔するようにシンくんが覆いかぶさってきた。

「逃げないで」

「んんっ……」

　シンくんに再び唇を奪われる。

　キスはさっきもしたけれど、ベッドに押し倒されながらのキスは、なんというかこう、危険度が違う。

「俺に抱かれるのは、嫌？」

　ここまできても抵抗する私に、シンくんは不安そうに尋ねる。

　嫌だと即答できないのは、シンくんを騙そうとしているからだけじゃない。

　──私、シンくんのこと、心の底から嫌だって思ってないんだ。

　もちろん、憎しみはある。このまま抱かれるのは嫌だ。

　だけど、今までつきあった人とは、キスされるのでさえ不快感があったのに、シンにはそれを感じない。

　男性不信だからなのだと思っていた。

　シンくんにされたことがトラウマになっていて、だから上手く男性とつきあえないんだって。

　だけど、それは誤解だったのかもしれない。

　だって、ずっと恨んでいた相手なのに。憎いはずの人なのに、シンくんに触れられるのは、嫌じゃないのだ。

　自分の感情に驚いて、私は言葉を失ってしまった。

「何も言わないなら、好きに解釈するから」

「あ、ひゃぁ！」

　もうすでに乱れていた私の胸元を、シンくんはさらに割り開く。

　レースの下着が見えて、膨らんだ胸元に彼は唇を落とした。

　下着の際を唇でなぞって、右手で布越しに揉みしだく。

「ずっと……こうして、君に触れたかった」

　止めなきゃと思うのに、シンくんの切なげな声を聞いたら、何も言えなくなってしまった。

　彼の言葉が、まるで本当に長い期間、私を求めていたように聞こえる。

　ずっとなんて……まだ、知り合って間もないはずなのに。

　まさか、気づいているのだろうか。ううん、でも、そんな素振りなんてなかった。

「あっ！」

　私が考えている間に、ぱちんとホックが外される。

　浮き上がった下着を上へと持ち上げて、シンくんはいきなり私の頂を口に含んだ。

「待って、ゃあ、んんんっ、あんっ！」

　柔らかな唇で摘ままれると、自然と口から甘えるような声が洩れた。

　舌で優しく転がされると、痺れるような快楽に思考が霧散していく。

「あっ、ひゃぁ、それダメぇ……あっ！」

　こんな風に、誰かに胸を舐められるのなんて初めてだ。

　恥ずかしいのに、ジンとした痺れに翻弄される。

「その声……可愛い。もっと聞かせて」

「ひゃっ、やぁっ、んっ、あぁ」

　初めての刺激に恐ろしさを感じて逃げようとしたけれど、シンくんに押さえつけられていて、上手く身体を動かせない。

　その間もシンくんの舌は私の先端を刺激し続け、もう反対側の頂も、指で摘ままれ転がされる。

「んんっ、ダメ、あっ、それヘンになるからっ」

　駄目だと言っているつもりなのに、口から漏れるのは欲しがるような甘い声だ。

　本当に嫌なら、もっと力いっぱい彼を突き飛ばせばいいのだ。

　それなのに、私はろくな抵抗もせずに首を左右に振るだけで、彼を受け入れてしまっている。

　復讐したい人なのに、憎い相手のはずなのに。どうして、こんなに気持ちが良いの？

「芳里。君の全部が見たい」

　シンくんはそう言うと、私のスカートのホックを外した。

　足からスカートが引き抜かれ、ショーツが彼の目に晒される。

　最後を守るその薄布に、彼の手がかかった。

「駄目、待って！」

　私は理性を引き絞り、咄嗟に彼の手を掴む。

　嫌悪感はない。それどころか、シンくんに触れられるのは気持ちが良いとさえ思う。

　だけど、こんなぐちゃぐちゃな気持ちで、彼と繋がることなんてできない。

「お願い、これ以上は駄目なの」

「……俺が、嫌？」

　私の拒絶を受けて、シンくんの目が不安そうに揺れる。

「嫌とか、そういうのじゃないの。だけど、その、初めてで。勇気が、出なくて」

　上手い言いわけが思いつかなくて、私は恥ずかしい事情を打ち明けた。

　この歳にもなってバージンなんて、きっと変に思うだろう。

「え、初めてって……本当に？」

「……本当に。私、あまり男性が得意じゃなくて、つきあっても、長続きしなくて」

　身体の関係になる前に別れてしまった。あるいは、私から終わらせていた。

「もういい大人なのに、ごめんなさい」

「どうして謝るの。俺は、こんなにも嬉しいのに」

「嬉しい？」

「嬉しいよ。君がまだ誰にも触れられていないなんて、奇跡みたいだ」

　シンくんの声は本当に嬉しそうで、私は少し不思議に思う。

「無理強いはしないよ。でも、もう少しだけ触れちゃ駄目かな？」

「もう少しって、でも、これ以上は……」

　もうすでに私の服は乱れまくっていて、まともに残っているのがショーツしかないような状態だ。

「見られるのが嫌なら、下着は脱がさないから」

「そ、それなら……」

　私が思わず頷くと、シンくんは我が意を得たりと頷いて、私の身体をベッドから起こした。

　何をするつもりなのかと戸惑う私の背後に回ると、今度は後ろから胸を揉み始める。

「あっ、またそれ……んんっ」

　先端を弄られると弱いのだ。そこに触れられてしまうと、じんとお腹の奥が熱くなって、おかしな気持ちになってしまう。

　けれども、彼の愛撫は胸だけでは終わらなかった。私の胸の先を転がしているのとは反対側の手が、ショーツへと伸びる。

　あっと思う間もなく、シンくんの手が薄布越しに私の中心を弄り始めた。

「ぅんっ、シンくん、そこは！」

「大丈夫。約束通り、下着は脱がさない」

「でも……あんんっ」

　シンくんの指がレースの上から花芽を擦る。すると、胸を触られているのよりもずっと強く身体が痺れて、声が止められなくなった。

「ここ、気持ち良いの？」

「あっ、やぁ、そこダメっ、ああっ」

　気持ちが良いかと問われて、私は必死で首を左右に振った。

　この未知の刺激が、良いのかどうかなんて分からない。

　ただ、触れられるたびに声が止められなくなって、何も考えられなくなっていく。

「それ、ダメだって反応じゃないよ」

　必死で抗う私をあざ笑うかのように、シンくんの指がショーツの隙間から入り込んでくる。

　割れ目を直接なぞられると、くちゅりと小さく水音が鳴った。

「やぁ……」

　シンくんの愛撫に反応するように、身体の奥から愛液が溢れてくる。

　シンくんはその液体を絡めとると、中心に練り込むようにして指を動かした。そのたびに響く水音が、私のはしたなさを責めているようだ。

「あっ、ひゃぁ、んんっ、ああっ」

　なんとか止めようと彼の腕を掴むが、まるで力が入らない。

　憎むべき相手に大事な場所を触られて、それなのに、こんなにも身体が熱くなってしまっている。

「芳里」

「っ！」

　耳朶に熱い息がかかる。切なげな声で名前を呼ばれると、心が遠い昔に引き戻されてしまいそうだ。

　シンくんのことを疑いもせず、ただ、彼のことが大好きだったあのときの──。

「あっ、ああぅんんっ！」

　シンくんの指が私の中心へと埋まる。

　まだ何も受け入れたことがないその場所を、シンくんが丁寧に指で解していくたびに、背中がぞくぞくとした。

「芳里。君が欲しい」

　この先を求めるように、彼の指が私の内側を割っていく。

　気がつけば、私のお尻に彼の硬くなった男根があたっていた。

　私を求めて苦しげに布を押し上げるソレに気づいて、私は無意識のうちに口を笑みの形に歪めていた。

　シンくんは今、本気で私を求めている。

　それは、愛情などではなく、ただの欲なのかもしれない。それでも、今彼が私を欲しているのは間違いない。

　空虚だった胸の内が、埋まっていくような気分だった。

　ああ、そうか。私はきっと、ずっと、シンくんに求められたかったのだ。

　愛した分だけ、愛されたかった。だからこそ、こんなにも彼が憎い。

　高校生のあのときから、私はずっと彼に囚われたままだったのだ。

「あああっ！」

　内側と同時に親指で花芽を潰されて、目の前が白く弾ける。

　指先まで筋肉が緊張して、ふっと弛緩した。同時に、頭の奥がチカチカするような感覚に捕らわれる。

　──きっとこれが、達するってことなんだ。

　ぐったりとシンくんに身体を預けながら、私は初めての感覚を受け入れる。

　シンくんが指を引き抜くと、内側からどろりと愛液が零れた。

　じんじんと、身体の中心が痺れている。達したのに、まだ物足りたないとでもいうように、身体の奥が疼く。

　シンくんと同じように、私の身体も彼を求めている。

「このまま、君とひとつになりたい」

　シンくんがこの先を強請るように、愛液に濡れた手でショーツの淵をなぞる。

　思わず首を縦に振りたくなる気持ちを抑えて、私はそっと彼の身体を押しのけた。

「駄目、今日はここまで」

　拒絶しながらも、どこか名残惜しい気持ちで散らばった服をかき集め、私は身なりを整えた。

　かなり際どいところまで触れさせてしまったけれど、これ以上は駄目だ。

　今この先に進んでしまったら、彼はもう、私を求めなくなるかもしれない。

「この先に進むのは、ちゃんとけじめをつけてからにして」

「けじめ？」

「そう。私の恋人になるって言って、縁談を断って」

　衣服のボタンをすべてとめて、じっと彼の目を覗き込む。

　シンくんが本当に私に惚れているのなら、きっとこの言葉に頷くだろう。

「もちろんだよ。言われなくても、そうするつもりだった」

「……本当に？」

「言っただろう、俺は君が好きなんだ。こんな気持ちで、別の誰かと結婚なんてできるはずがない」

　情熱的な目で私を見つめるシンくんは、本当にそう思っているように見える。

　だけど、出会ったばかりの女性にここまで本気になれるのだろうか。

　安心なんてできない。彼は私を簡単に私を騙してしまえるのだから。

「本当に、縁談を断ってくれるの？」

「不安にさせてしまってごめん。絶対に縁談は断る。そのあとに、改めて君に告白するよ。だから、そのときは俺を受け入れて欲しい」

「……待ってる」

　私は笑顔を作って、シンくんの身体を抱きしめた。

　復讐は驚くほどに順調だ。私の望んだ通りに、彼は婚約を止めるという。

　それなのに、気持ちが晴れない。

　シンくんは、本当に私を好きになってくれているのだろうか。

　まだ分からない。今のこれも、演技なのかもしれない。

　けどもし、演技なんかじゃなく、本当に私のことを好きなのだとしたら……。




　もし、シンくんの気持ちが本物なら、私は、どうしたいのだろう。







４・彼の後悔








　自分で言うのもなんだけれど、俺は小さい頃から目立つ人間だった。

　勉強もスポーツも苦労せずにできたし、母譲りの整った顔は人間関係を円滑にするのに役立った。気がつけば人の輪の中心にいたし、小学校卒業までは、ほとんど苦労をしなかったように思う。

　けれども思春期に突入し、中学に進学したあたりから、面倒ごとが増え始めた。

　その原因のほとんどが、女性に関する問題だ。

　想いを寄せてもらえるのは有難いのだが、中には好きという気持ちを盾に、迷惑行為を行う人間もいた。

　ファンだと名乗る女子生徒達が、部活の最中に体育館の入り口を塞いでしまって、他の部の人間に睨まれたり。あるいは、つきあってもいない女性との噂を流されたり。持ち物を盗まれたこともあった。

　女性関係のトラブルを繰り返した俺は、学習した。

　問題を起こしそうな女性が近づいてきたときは、他に彼女を作ってしまえば良いのだ。

　だいたいの女性は彼女がいると言えば諦めるし、そうでなくとも、誘いを断る口実は作れる。

　控えめで自分の意見を言わない、真面目そうなタイプの子を彼女にすれば面倒も少ないし、別れるときもあとをひかない。

　そうやって中学三年間を平和に乗り切った俺は、高校に進学したあともそのやりかたを変えなかった。

　入学してしばらくは、告白されることが頻繁だったが、面倒ごとは起きなかった。

　きな臭くなってきたのは、吉田という女生徒に好意を持たれてからだ。

　彼女はとても綺麗な女性で、男子生徒からも人気があった。

　だからだろうか、自信家で自己愛が強く、自分が俺とつきあうのは当然であると考えているようだった。

　軽いつきまとい行為から始まり、それは次第にエスカレートしていった。

　経験上、彼女をこのまま放置するのはまずい。

　焦った俺は、吉田さんを突き放すために彼女を作ることにした。

　誰が良いかと考えて、目をつけたのがバスケ部のマネージャーをやっていた三竹芳里だ。

　ミーハー気分で入部したマネージャーが次々と辞めていく中、恋愛ごとなんて興味ありませんという顔で、ストイックに仕事をこなしていく彼女には、好感を抱いていた。

　実際、彼女は最初の一年間は、恋愛になど興味がなかったのだろう。

　だけども、学年があがって少ししてから、ふとした瞬間に、彼女から熱のある視線を向けられていることに気がついた。

　どうやら三竹さんは俺に気があるらしい。

　三竹さんは好意を表に出すことはなかったが、そういった視線を向けられることが多い俺は、多分間違いないだろうと確信を持つ。

　──うん。彼女にするなら、三竹さんが良さそうだ。

　彼女ならば、多少連絡をサボったところで口うるさくしないだろうし、あれやこれやと束縛してくることもないだろう。

　そうと決めた俺は、三竹さんに対して気のある素振りをみせて、タイミングを見計らって告白することにした。







　部活が終わったあと、部室に戻ってさっさと着替える部員と違って、マネージャーは体育館に残って片づけをしなければならない。

　部員が帰宅していく中、俺はひっそりと体育館に戻った。

　入口から中を覗くと、ひとりせっせと仕事をしている三竹さんがいる。

　ホント、真面目だよなぁ。

　その仕事ぶりを見て、俺は心の中で舌を巻く。

　バスケ部のマネージャーは仕事も多く、希望者は多かったが残る子は少ない。

　部員との恋愛目当てで入ってきた子なんかは、数か月で辞めていく。

　去年も三竹さんと一緒に何人かの女子がマネージャーとして入部したが、残ったのは彼女だけだった。

　彼女はひとり、懸命にモップをかけていた。

　体育館を利用しているのはバスケ部だけではないし、モップかけはマネージャーの仕事となっているものの、毎日真面目にやっている人間は少ない。

　三竹さんの先輩にあたる三年のマネージャーなんかは、担当になってもモップかけは週に一度で十分だろうと適当に手を抜いている。けれども、三竹さんはそれをしない。

　彼女の仕事がひと段落ついたところを見計らって、俺は体育館の中へと入った。

「お疲れ様」

「っ、和田守先輩!?」

　俺が声をかけると、三竹さんは上ずった声をあげて微かに頬を赤くした。

　好意を持たれているのが分かる反応に、ほっとする。

「先輩、どうしたんですか。あ、忘れ物とか？」

「ううん。三竹さんに話があって。時間、大丈夫？」

「ちょっと待ってください。これだけ、すぐに片づけてきますので！」

　三竹さんは慌てた様子で手に持ったモップを倉庫にしまってから、走って俺のところに戻ってくる。

「お、お待たせしました」

「そんなに急がなくても良かったのに」

　ぜいぜいと肩で息をはく三竹さんを見て、俺は小さく笑う。

　本当、一生懸命で可愛いんだよな。

　そう思った瞬間、これから自分がしようとしていることを考えて、罪悪感が湧いた。

　今から俺は、彼女を騙して利用するのだ。

「それで、話ってなんでしょうか」

　純真な目で問いかけられて、俺は少しだけ居住まいを正した。

　周囲に誰もいないことを確認してから、用意していた言葉を切り出す。

「三竹さんのこと、前から好きだったんだ。良かったら、俺の恋人になってくれない？」

「……えっ!?」

　告白を聞いて、彼女は目を丸くする。

「ほ、本当に？　私と……ですか？」

「うん。三竹さんとつきあいたい。駄目かな？」

　俺がもう一度言うと、彼女は顔を真っ赤にしてから、ぶんぶんと首を左右に振った。

「だ、駄目なんかじゃありません。すごく、嬉しいです」

　打算まみれに告白した俺に向かって、彼女はきらきらとした笑顔を向けた。

　私もずっと好きだったのだと、顔を真っ赤にしてどうにか口にした三竹さんを見て、彼女の気持ちを利用してしまったことに、胸の奥がズキリと痛んだ。







　吉田さんを諦めさせるために、少なくとも、三竹さんと良好な関係であると周囲に思わせなければならない。

　そこで俺は、三竹さんをデートに誘うことにした。

　デートの場所は、高校から近い繁華街だ。

　同じ高校の生徒がよく遊びに来ているので、そこでデートをすれば、三竹さんと俺がつきあっているのだという噂も立ちやすいだろう。

　待ち合わせに来た彼女は、普段と違ってスカート姿だった。

　化粧などはしておらず、相変わらず地味な装いだけれど、デートだと聞いて彼女なりに精一杯のお洒落をしてきたのだろう。

「あ、あの。お待たせしました」

　恥ずかしそうにスカートの裾を掴んでいる様子から、着なれない服なのだろうと推測できた。

　俺のために頑張ってくれたのだと思うと、なんだか胸がほっこりとする。

「大丈夫。全然待ってないから。じゃあ、行こうか」

　そう言って俺が手を掴むと、彼女は顔を真っ赤にして動揺した。

「あ、あ、あのっ、てててて、手！」

「駄目？」

「駄目じゃない、です、けど、あの、その」

　照れからか、俺の手を振りほどこうとする彼女を、強く掴む。

「恋人なんだから、手くらい繋ぐでしょ。あと、敬語もやめようか」

「え!?　無理ですよ！」

「無理じゃない。俺のことは、シンって呼んで。俺も芳里って呼ぶから」

「だから、無理ですってばっ！」

　照れながら青い顔をする恋人を見て、俺はくすくすと笑った。

　名前で呼ばせるのは、親しくしているのだと周囲に分からせるためだ。

　だけど、そんなことは抜きにして、彼女といる時間は悪くないような気がした。







　それからも、俺は芳里とデートを重ねた。

　最初はぎこちなく俺の名を呼んでいた芳里だったが、今ではすっかり敬語もなくなり、親しげに会話をしてくれる。

　芳里との交際は、思った以上に楽しいものだった。

　同じ部活ということで共通の話題もあるし、面白いと感じるポイントが同じだったりと、一緒にいて心地が良いのだ。

　周囲から仲のいい恋人同士だと思われること。その目的さえ果たせれば、デートなんてそこまで頻繁にしなくても良いはずだった。

　けれども俺は、いつの間にかなんの打算もなく、芳里をデートに誘うようになっていた。

　過去に何度か恋人を作ったことはあったけれど、こんな風に、もっと一緒にいたいと思える女性は初めてだった。

　適当につきあって、吉田さんの件が片づいたら別れるつもりだった。

　なのに、いつの間にか俺は、本当に彼女のことを好きになっていたのだ。







　部活のあと、俺は芳里の仕事が終わるのを自然と待つようになった。

　駅までの道を、ふたりで並んで歩くのが好きだった。

　一緒にいる時間を少しでも引き伸ばしたくて、ときおり、公園に寄り道をして帰る。

　住宅街の高台にある小さな公園は、人が少なくてお気に入りの場所になった。

　誰も見ていない場所でデートをしても仕方がない。

　最初はそんな風に思っていたのに、いつの間にか、誰にも邪魔されずに芳里とふたりでいたいと思うようになっていた。

　芳里に触れたい。キスをして、もっとその先も──。

　そんな欲が湧いてきて、俺は彼女を抱き寄せた。

「わっ、シンくん!?」

　突然抱きしめられて、芳里は顔を赤くしながら身体を固くする。

　俺の身体を押し返そうとした彼女の手を掴むと、反対側の手を彼女の頬に添えた。

「キスしたい。……駄目？」

　ぎりぎりのところまで顔を近づけてから、彼女に許可を求める。

「駄目じゃない、けど──んっ！」

　俺が何かを強請れば、ほとんどの場合、彼女は駄目とは言わない。

　それにかこつけて、彼女の口から否定の言葉が出る前に、唇を奪った。

　初めて触れた芳里の唇は、とても柔らかくて、心がかき乱された。

　もっと触れていたい。もっと、奥深くまで。

　そう思ったけれど、触れるだけのキスで呼吸困難になりそうなほど余裕がなくなっている彼女に、その先を求められるはずもない。

　名残りを惜しみながら、俺は彼女から唇を離した。

「大丈夫？」

「大丈夫。ごめん。なんだかもう、心臓が飛び出しそうで」

　胸のあたりを抑えながら目をぐるぐると回している彼女を見て、俺は笑う。

　キスだけでそんな風になるなんて、その先を求めたらどうなってしまうのだろうか。

「じゃあ、続きは慣れてからだね」

「つ、続き!?　慣れっ!?」

「俺は、したいよ。芳里が嫌だったら我慢するけど」

　芳里は複雑そうに唸ってから、赤い顔で俺を見つめた。

「すぐには無理だけど。シンくんとなら、良いよ。シンくんのこと……す、好きだから」

　たどたどしく気持ちを伝えてくれる芳里に、愛しさがこみ上げる。

　俺も好きだと返そうとして、直前で言葉に詰まった。

「ありがとう、嬉しいよ」

　俺はどうにかそれだけ返事をして、彼女の頭をぽんと撫でる。

　芳里のことが好きだ。だけど、俺はそれを上手く言葉にできない。

　芳里との関係は、俺の嘘から始まっている。

　その気もないのに、軽々しく彼女に好きだと言ってしまった。

　そのことがずっと、俺の心に引っかかって、素直に気持ちを伝えられなくしてしまっているのだ。

　──ちゃんと、本当のことを芳里に話して、謝らないと。

　何度もそう思っては、なかなか彼女に真実を打ち明けられずにいた。







　それは、芳里とつきあってから数か月が経過した日のことだった。

　部活も終わり、俺は部室でジャージから制服に着替えていた。遅くまで残って練習していたせいで、部室には俺ともう一人、副部長の五十部しかいない。

　ずいぶん遅くなってしまったが、俺はタオルで汗を拭いて、のんびり着替えを行った。

　急いだところで結局は芳里の仕事が終わるのを待つことになるのだから、ゆっくりと準備をする。

「なぁ、和田守。お前、なんで三竹とつきあってんの？」

　汗を拭いたタオルをバッグにしまったところで、突然、五十部からそんな質問を投げられた。

　どうしてそんなことを聞いてくるのかと俺は眉根を寄せるが、そうすると、五十部は俺が迷惑に思っていた吉田さんの話を切り出してきた。

　よりにもよって、芳里よりも彼女の方が良いと彼は言うのだ。

　そんなことあるはずがない。芳里の魅力が分からないなんて、残念な奴だ。

　反論しようとして、俺は口を閉じた。

　五十部のことをどうこう言う資格なんて、俺にはない。

　俺だって芳里のことを利用して、好きでもないのに告白をしたのだから。

　いつもだったら、誰かに本当のことを話すことはない。

　だけどもこのとき、俺はこれ以上嘘を重ねる気になれなかった。

「──告白したきっかけは、都合が良かったからなんだ」

　気がつけば俺は、芳里を彼女にした本当の理由を打ち明けていた。

　五十部に真実を話すことで自分を追い詰めて、芳里に真実を話すしかない状況を作ろうと思ったのかもしれない。

「あの頃、吉田さんがつきあってくれってしつこくて。周囲も、恋人がいないならつきあえば良いだろうって、彼女の味方になるような空気でさ。……だから、できるだけすぐに彼女が欲しくて」

「え、そんな理由!?　マジか。じゃあ、彼女が欲しかったから三竹を利用したってこと？」

「……まあ、そうだな。俺は芳里を利用した」

「でも、なんで三竹だったんだ？」

「なんとなく、俺のことが好きなのかなって雰囲気があったから。それに、吉田さんと学年も違うから、つきあってもトラブルに巻き込まれにくそうだし。恋人になっても、束縛とかしなさそうだなとか……まぁ、そんなことを考えてた」

　改めて当時の自分を振り返ると、本当に最低だ。

　だけど、つきあってから彼女の魅力に気がついた。

　淡泊なように見えて、意外とロマンチストだったりすること。手を繋ぐだけで恥ずかしがって、だけど、そっと手を握ると、とても嬉しそうに笑うこと。

　恋人になっても煩くないのは思った通りで、用事がなければ芳里から連絡を送ってくることもない。

　初めは面倒がなくていいと思っていたのに、段々と、彼女からの連絡が少ないことに俺の方が不満を覚え始めた。

「お前、なかなか酷いことするんだな。でも、まあ納得。三竹ってお前と比べるとすっげぇ地味だし、女として見れねぇもんな」

　芳里を悪く言われて、俺はむっとして眉根を寄せた。

　俺だって、最初は似たようなことを考えていたくせに、他人の口から彼女を貶められるのは不快でたまらない。

「芳里は可愛いよ。少なくとも、吉田さんなんかより、ずっと良い」

「え？」

　俺が芳里を庇うと、五十部は驚いたように目を見開いた。

「お前、三竹を利用してるんじゃないのかよ」

「最初はそのつもりだったよ。けど、今は本気で彼女が好きなんだ」

　女として見れないなんて、とんでもない。

　強引に手を出して、彼女を傷つけてしまわないよう、自分を抑えているくらいなのに。

　それに、芳里は着飾らないだけで、実はかなり可愛い顔をしているのだ。

「……ごめん。気を悪くさせたな」

「いいよ。芳里の魅力は、俺だけが知っていればいいわけだし」

　芳里が男にモテるタイプではないことは、俺にとっては好都合だ。

　ライバルなんて、少ない方が良いに決まっている。

　俺の言葉を聞いて、五十部は苦笑した。

「ベタ惚れじゃねぇか」

「ベタ惚れだよ。悪いか」

「悪くはねぇけど……まぁ、好みなんて、人それぞれだもんな」

「芳里の魅力は、お前には分かんねぇよ」

　芳里に話すよりも先に、五十部に真実を告げたことを、俺は後悔することになる。

　この会話を芳里が聞いていたなんて、俺は思いもしなかったのだ。




　俺が告白した理由を知った芳里は、当然のように別れを切り出した。

　そりゃそうだ。自分の都合のために、その気もないのに女性を利用する男なんて嫌だろう。

　俺の本性を知って、軽蔑するのは当然だ。

　俺は芳里と別れたくなかった。

　だけども、すぐに彼女を説得するのは難しいと思って、ひとまず別れを受け入れた。

　打算から始まった恋人関係だ。だから、今度は最初から、誠実に彼女に思いを告げよう。

　俺が卒業するまでまだ時間はある。もう一度、初めからやり直せばいい。

　俺の気持ちを分かってもらえるまで、何度だって好きだと言おう。

　けれどもそのすぐあとに、彼女は他県へ転校してしまい、何も言わずに遠くへと引っ越してしまったのだ。







　すれ違ったまま、伝えることができなかった芳里への想いは、俺の中でずっと燻っていた。

　それもあって、そのあとの恋愛はすべて上手くいかなかった。

　新しく彼女を作ってみても、どこかで芳里の面影を追ってしまう。

　そんな中、寺杣テックの会長から見合いの話を持ち掛けられた。

　なんでも、会長の娘さんが寺杣テックのパーティで俺を見かけて、興味を持ってくれたらしい。

　俺には勿体ないような話ではあった。

　寺杣テックと縁を結べれば、ＨＦＢはますます飛躍できるだろう。それでもすぐに頷けなかったのは、芳里への想いがまだ胸の奥で燻っていたからだ。

　あれからもう十年。いい加減に彼女のことは忘れるべきなのかもしれない。

　そんな風に悩んでいる中で行われた、国際フェスティバル受賞記念の祝賀会。

　淡いグリーンのドレスを着た女性を見た瞬間、すぐに彼女だと気がついた。

　あれは芳里だ、間違いない。

　成長した彼女を見た瞬間、心がどうしようもなく昂った。

　高校時代の控えめだった姿から一転して、大人になった彼女は垢抜けていて美しかった。俺でなければ、彼女が芳里だと気がつかなかっただろう。

　それでも、分かる。あれは芳里だ。

　開会の挨拶中に芳里を見つけて、俺は急に落ち着かなくなった。

　それでもどうにか挨拶を終えると、確認のために出席者リストに目を通す。

　ＭＴデザインズの羽倉芳里。

　苗字が変わっているが、おそらく両親の離婚によるものだろう。

　すぐさま彼女に声をかけたかったが、祝賀会の主役である俺は招待客への挨拶で忙しく、なかなかタイミングが見つからない。

　彼女の方から声をかけてきてくれないかとは思ったが、芳里は俺に近づいてくることはなかった。

　俺に気づいていないということはないだろう。だとすれば、関わりたくないと思っているのかもしれない。

　……あんな別れ方をしたんだから、それも当然か。

　きっと、彼女の中で俺の心証は最悪だろう。それでも、俺の中に彼女と関わらないという選択はなかった。

　こうして再会できた奇跡を、逃してなるものか。

　もう一度、彼女との関係を築くために、俺は機会を伺い続けたのだった。







５・揺れる気持ち








『次に会うときには、婚約の話に決着をつけておくから』

　別れ際に、シンくんは私にそう言った。

　それから二週間。たわいもない連絡を取り合ってはいるけれど、シンくんは婚約の話に触れてこないし、次に会う約束もない。

　婚約を断るなんて、その場限りの嘘だったのかもしれない。

　そう思うと、胸の奥が苦しくなる。

　そんな感情を抱いてしまうことが嫌で、私は顔を顰めた。

　シンくんに近づいたのは、復讐のためだった。

　婚約話を破談にして、彼の人生を壊してやりたかった。気のある素振りをするのは、復讐の手段だったはずだ。

　それなのに、またしてもシンくんに惹かれてしまっている。

　そのことに気づいて、私はため息を吐きだした。

　もう一度好きになってしまったのではなく、もしかしたら、初めから好きだったのかもしれない。

　高校生のときからずっと、私は彼に心を囚われていたのだ。

　だからこそ、私を好きになってくれない彼のことが憎くてたまらなかった。

　私ではない誰かとの縁談を、壊してやりたくて仕方がなかった。

「いまさらそんなことに気づくなんて……馬鹿みたい」

　私は何度目かのため息を吐きだした。

　復讐のことしか頭になかったから、過去を隠してシンくんに近づいたのだ。

　すべてが明るみに出る前に、シンくんの前から消えるつもりだったから。

　もし、私が高校時代につきあっていた彼女だと知れば、彼はどう思うだろう。

　復讐のために近づいたのだと気づけば、軽蔑されるかもしれない。

　自分の感情を受け止められずにいると、再びスマホが震えた。

　メッセージの送り主は、今まさに、私の思考の大部分を埋めている彼で。

『再来週の土日って空いてる？　知り合いから旅券を貰ったんだけど、一緒にどうかな』

　そんなメッセージと共に、京都の旅館のＵＲＬが添えられていた。

　こうして誘いをかけてきたということは、婚約話は終わらせたのだろうか。

　……旅行ってことは、もちろん、泊りだよね。

　シンくんの家で身体に触れられたことを思い出して、私は顔を赤くする。

　あのとき私は、最後までするのは、けじめをつけてからにしてと言ったのだ。

　その言葉の通り、シンくんがけじめをつけてきたのだとすれば、私に彼を拒絶する理由はなくなる。

　きっと、それを見越しての旅行の誘いだ。

　この旅行を了承すれば、おそらく、シンくんと一線を越えてしまうだろう。

　それが分かっているからこそ、私はすぐに返事ができなかった。

　……シンくんとそういうことをするのは、嫌じゃない。

　私はシンくんに惹かれている。

　それを認めてしまえば、今の関係は心地良いものだった。

　高校のときと違って、今ならちゃんと両想いで恋人になれる。

　過去の裏切りは悲しかったけれど、もし、シンくんが真剣に私と交際するつもりなら、あのときのことは水に流してもいい。

　ううん、水に流して、すべてを忘れてしまいたい。

　過去を忘れて、復讐なんてせず、まったく新しい気持ちで彼と向き合えたら──。

　散々迷ってから、私はシンくんの誘いに乗った。







　一泊二日の旅行準備をして、私は朝早くに家を出た。

　京都へは飛行機で向かうらしい。羽田から伊丹空港で降りて、そこからタクシーを使うと聞いた。空港まではシンくんが車を出してくれるようで、前回と同じく、最寄り駅のロータリーで彼を待つ。

　待ち合わせ時間の十分前。早く着きすぎたみたいで、彼はまだいない。

　少し待つと、シンくんの車が見えた。軽く手を振る私の前に、車が停まる。

「久しぶり。芳里に会えるの、楽しみにしてた」

　助手席に乗り込んですぐに、シンくんが甘い顔で笑う。

「まだ半月しか経ってないよ」

「もう半月だよ。色々と片づけるのに思ったより時間がかかっちゃったから。こんなことなら、格好つけて次に会うときまでに、なんて言わなきゃ良かった」

　シンくんの言葉にドキリとする。

「ってことは、婚約は破談にしたの？」

「もちろん。でもまあ、向こうは婚約に乗り気だったみたいで、ちょっと揉めたんだけど。謝り倒して終わらせてきたよ」

「相手は乗り気だったんだ。デートは失敗したのに？」

　私が不思議に思うと、シンくんは困ったように首を振る。

「俺といても楽しくないだろうにね。まあでも、どうにか納得してもらえたから」

「でも、本当に断ってしまって良かったの？　私よりもずっと条件のいい相手だったんでしょう？」

「関係ないよ。俺としては、芳里とつきあうことが最優先だから。君がいてくれたら、それでいい」

　さらりと甘い台詞を言われて、私はむずがゆい気持ちで助手席に座り直す。

　高校時代は、恋人としてデートしていても、こんな甘い言葉は言ってくれなかったのに。

「正直な気持ちを伝えられずに、後悔するのはもう嫌だからね」

　実際に後悔した経験があるのか、シンくんはどこか苦い顔をしながらハンドルを切った。







　車を羽田に停めた私たちは、飛行機で伊丹空港へと向かった。そこから、タクシーを使って京都の嵐山まで移動する。

　ちょうど紅葉が美しい季節で、渡月橋の奥に見える山腹は鮮やかな赤や黄色に染まっていた。シーズンだからか観光客が多いが、あでやかな景色は見事であった。

「うわぁ、綺麗だね」

　そういえば、転校する前に予定されていた修学旅行の行き先は京都だった。

　私は楽しみにしていたのだけれど、旅行前に引っ越してしまったために、京都に行くことはできなかったのだ。

「あ、船がある」

「あれは屋形船だね。もう少し上流に行くと、川下りもできるみたいだよ」

「せっかくだし、乗ってみる？」

「いいね。屋形船と川下り、どっちがいい？」

　屋形船はゆったりと船に揺られながら景観を楽しめるのだろう。川下りは、上流から下るため流れの強い場所も多く、屋形船よりもスリルがある。

「どっちかっていうと、川下りかな」

「芳里なら、そう言うんじゃないかと思った」

　シンくんが見透かしたように笑う。

「シンくんも、川下り派でしょ」

　彼は遊園地に行けば、真っ先にジェットコースターに向かうタイプだった。

　のんびりするのが嫌いってわけじゃないだろうけど、川下りには興味があるはずだ。

「まあね。じゃあ、上流に向かわないと。タクシーを使ってもいいけど、せっかくだし、トロッコで行こうか」

　美しい竹垣の道をふたりでゆったりと散歩しながら、トロッコ駅へと向かう。

　観光名所なだけあって、嵐山の景観は抜群だ。少し歩いて辿り着いた駅は、レトロな雰囲気のある小さな建物だった。売り場で切符を買って、トロッコが来るのを待つ。

　駅に到着したトロッコは、赤とオレンジの鮮やかな車体だった。ディーゼル機関車が見える最前列の車両は、窓がなく開放的だ。

　秋の涼しい風が頬を撫でる。シンくんと並んで色とりどりの錦を眺めていると、どうしようもなく心が弾んだ。

　亀岡駅で降りてから、乗船場へと向かう。

　小さな船に乗り込むときは足元が揺れた。先にシンくんが乗って、私の身体を支えてくれる。

「気をつけてね」

　手を掴まれて至近距離で微笑まれ、心臓が跳ねる。

　握られた手はそのままに、私たちは船に座った。

　船頭さんが棹を動かすと、ゆっくりと船が進み始めた。

　始めはゆるやかだった船は、川の流れに乗ると段々早くなっていく。急流にさしかかると、いっきに速度があがった。

　大きな水しぶきを立てて、船はぐんぐんと進む。きゃあきゃあと悲鳴をあげながら、美しい保津川の景色を楽しんだ。

　船の速度には緩急があり、トロッコで見たのとはまた違う景色が堪能できた。

　長い時間をかけて保津川を下り、着船場へと到着する。船から降り、安定した地面にほっと息を吐き出した。

「楽しかったね」

「ほんっと。景色も見事だったね。紅葉の名所なだけはある」

「まだ足元、ぐらぐらしてる」

「俺も」

　お互いに顔を見合わせて笑いあう。

　ああ、楽しいな。シンくんとこうして遊ぶのは、本当に楽しい。

「ちょっと疲れたし、そろそろ旅館でゆっくりしようか」

　ちらりと時計を見て、シンくんが言った。チェックインの時間が近いらしい。

　待ってもらっていたタクシーで、旅館へと向かう。旅館は純和風な造りで、静かな嵐山の自然の中にあった。タクシーから降りて石畳の小道を歩くと、美しく整えられた庭園が見える。鯉の泳ぐ池の横を通り過ぎて辿り着いたロビーは、木の温もりを感じる落ち着いた空間だった。

　すぐに仲居さんが来て、客室へと案内してくれた。予約していたのは離れにある部屋らしく、庭に出てから移動する。

「わぁ、素敵な部屋」

　案内された客室は和モダンな造りで広々としていた。窓から見える川と紅葉が、絵画のように美しい。

　部屋はベッドルームと和室に別れていて、どちらの部屋にも大きな窓がある。

　微かに虫の音が響き、日本の秋を感じられる雅な部屋だった。

「本館に大浴場もあるけど、部屋にも貸し切りの露天風呂があるんだ」

「部屋に露天風呂があるの？」

　言われて浴室を覗いてみると、シャワー室とは別に、テラスのような場所に作られた檜風呂があった。かけ流しの温泉がはられていて、もくもくと湯気があがっている。

　気持ち良さそうだと思いながら眺めていると、後ろから声をかけられた。

「汗もかいたし、一緒に入ろうか」

「ええ!?」

　まさかそんな誘いをされると思わず、私は首を左右に振る。

　けれども、シンくんも譲る気はないらしく、じりっと私に距離を詰めた。

「芳里が言った通り、きちんと縁談の話は断ってきたよ。俺は、本気で君とつきあいたい。今日、こうしてついてきてくれたってことは、芳里も俺を受け入れてくれるつもりがあるってことだよね？」

　シンくんのいう通りだった。なにせ、今回は旅行の誘いだったのだ。誘いに乗れば、一線を越えることになるだろうと分かっていた。

　ただ、いきなりお風呂に誘われるとは思わなかったので、驚いたのだ。

「……大丈夫。ちょっと、恥ずかしかっただけ」

　羞恥はあるけれど、覚悟は決まっている。

　私は言ってから、シンくんの頬に手をあてて、了承を伝えるように、彼の唇に軽くキスをした。

　私はシンくんが好きだし、彼が私のために婚約を断ってくれたことは嬉しい。

　シンくんは嬉しそうに笑うと、私の手をひいて脱衣所へと向かった。

　日中の露天風呂は日が差して明るい。薄暗い部屋の中での行為だった前回と違って、こんな明るい場所で一緒にお風呂になんて入ったら、全部が見えてしまうだろう。

　カーディガンだけを脱いで躊躇している私の前で、シンくんは躊躇いなく衣服を脱ぎ捨てた。均整のとれた美しい身体が見えて、私はそっと目を反らす。

「脱がないの？」

「さすがに恥ずかしくて。まだ、明るいし……」

　私がもじもじしていると、下着姿になったシンくんが笑顔で詰めよってくる。

「自分で脱ぐのが恥ずかしいなら、俺が脱がせてあげるよ」

「え、待って。それもちょっと……」

「いいから、いいから」

　シンくんは抵抗しようとした私の手を掴んで、ブラウスのボタンに手をかけた。ゆっくりとボタンを外されて、羞恥で顔が赤く染まる。

　自分で脱ぐのも恥ずかしいけど、シンくんに脱がされるのはもっと恥ずかしい。

　けれどもシンくんは私の羞恥なんて気にした様子もなく、あっさりとブラウスを床に落として、スカートのホックを外してしまった。

　あっという間に下着姿にされて、顔を真っ赤にする私とは対照的に、シンくんは嬉しそうだ。

「可愛い下着。今日のために用意してきてくれたの？」

「ぅ……」

　否定したかったけれど、シンくんの言葉通りだったので私は何も言えなくなる。

　旅行に行くのだと聞かされて、新しい下着を購入したのだ。

　派手過ぎないだろうかとか、地味過ぎるかもしれないとか、今までないくらいに悩んで下着を買った。

　だが、期待していたのだと白状するようで、素直に頷くこともできない。

「よく似合ってる。脱がすのがもったいないくらい」

　名残を惜しむように、シンくんは下着のレースを指先で何度も撫でてから、ブラジャーのホックを外した。

　まろび出た胸に少しだけ視線をやってから、彼は近くにあったタオルと取って私に渡す。

「恥ずかしいなら、これで隠せばいいよ」

「あ、ありがとう。あとは自分で脱ぐから」

　ショーツまでシンくんに脱がされてしまってはたまらない。

　私がそういうと、シンくんはあっさり私から離れて自分の下着に手をかける。

「じゃあ、俺は先に入ってるね」

　脱衣所から露天風呂へとシンくんが消えて、私はほっと息をはく。最後のショーツを脱ぎ捨ててから、タオルで身体を隠して彼のあとを追った。

　浴室に入ると、シンくんはすでに温泉に浸かっていた。

　手招きするシンくんに従って、タオルで身体を隠しながら私も彼の隣へと座る。

　温泉は暖かくて、ほんの少し硫黄の匂いがした。

「気持ち良いね」

　シンくんがお風呂の中でうーんと伸びをする。

　そうだねと答えながらも、隣にいるシンくんが気になって、私はリラックスできる気がしなかった。

「もう少し、こっちにおいでよ」

「わっ！」

　シンくんが私の身体を抱き寄せて、自分の膝の上へと導いた。

　お尻に彼の太ももを感じて、かっと顔が赤くなる。

「シンくん！」

「どうしたの？」

　彼は平然とした顔で、背後から私を抱きしめる。

　何か問題でもあるのかと言わんばかりに堂々とされると、文句も言えない。

「……熱いよ」

「温泉だからね」

　苦し紛れに言った言葉は、あっさりと躱された。

　背後からまわされたシンくんの手は、私のお腹のあたりをゆっくりと撫ではじめる。

　やがてその手は上へと移動して、私の胸元で動き始めた。

「……んっ」

　シンくんの指先が胸の先端を掠めて、小さく声が漏れる。

　遠慮がちだったその動きは次第に大胆になっていき、水の中で好き放題に私を責める。

「あっ、ぅん、ふっ……」

　シンくんの手がいやらしく動くたびに、口から小さく声が漏れる。

　眼前に広がる大自然。静かな景色に私の声はいやに響いて、誰かに聞かれてしまわないかと、私は必死で声を抑えた。

「やぁ、誰かに聞かれたら……っ」

「大丈夫だよ。離れの客室はこの部屋だけだから、周囲に人はいない」

　そうは言っても、ここは露天風呂で野外なのだ。

　どうしても思うまま声をあげる気になれず、私は口元を手で抑える。

「大丈夫だって言ってるのに」

　シンくんはくすくす笑うと、親指と人差し指で強く胸の先端を摘まんだ。

「あっ！」

　ぐりぐりとその部分を押しつぶされて思わず声をあげてしまう。

「声、もっと聞かせて」

　シンくんは声を殺す私をあざ笑うように、敏感な部分を中心にぐりぐりと弄る。

　胸を触っているのと反対側の手は下腹部へと伸びて、足のつけねをなぞりはじめた。

「ふっ……ぅんっ、ああっ、そこは、んんっ」

　シンくんの手がタオルの内側へと入り込んでくる。

　指先がいちばん敏感な場所を掠めて、びくりと身体が震えた。

　触れられた箇所がぬるりとしているのは、水質のせいだけじゃない。

「芳里のココ、直接見てみたい」

「んっ、ああっ、直接？」

「前回は、下着、脱いでくれなかったでしょ。……タオル、取るよ」

　そう言って、シンくんは私の身体を隠していたタオルをはぎ取った。

　小さなタオルなんて、あってないようなものだ。

　それでも、隠すものがなくなってしまうと、急に心細くなる。

　お湯の中とはいえ、ここの温泉は透き通っている。

　明るい日の光の下で身体を見られて、私は顔を赤くした。

「シンくん、恥ずかしい」

「大丈夫。すぐに、そんなの気にならなくなるから」

「え？　ひゃっ！」

　どういうことかと尋ねる前に、シンくんの指が私の中へと入り込んできた。

　まだ狭い隘路を、ごつごつした指で押し広げられる。

「んっ、あっ、ひゃああっ」

　シンくんは、まだ慣れていない私の中を探るように指を動かした。

　もう片方の手は私の胸を弄り続ける。

「芳里が気持ちいい場所、俺に教えてよ」

「そんなの、分かんなっ、ああっ！」

「ん。ここかな。それとも、こっち？」

「あっ、やぁ……そこ、んんんっ！」

　私の反応を探りながら、シンくんは執拗に何度も指を抽挿させた。

　気がつけば私の中に入り込んだ指は二本に増えていて、狭い膣壁を押し広げながら奥まで進んでいる。

　内側のざらりとした部分を擦られると、ぞくぞくして、ぴんと背中が反り返る。

　そこはダメだ。身体の奥が熱くなって、なんだか、おかしくなりそう。

「シンくん、あっ、そこダメっ」

「ここ？」

「ダメだって、あっ、やぁ、んああっ」

　ダメだと言ったのに、シンくんはその部分を重点的に刺激し始めた。

　指の関節を折り曲げて、トントンと指先で内壁を叩かれると、熱の波に飲み込まれそうになる。

　前回知ったこの感覚。私、イっちゃいそうなんだ。

「シンくんっ、あっ、イっちゃいそ……ああっ」

　身体を犯す熱に飲み込まれそうになった瞬間、シンくんが耳元で意地悪に囁く。

「声出てるけど、良いの？」

「っ！　んっ、ひゃっ、んんんっ！」

　シンくんの言葉で、私はいつの間にか外れてしまっていた手を口に戻す。

　どうにか声を出さないように耐えるが、上手く行かずに声が洩れてしまう。

　私が必死に声を我慢しようとしているのに、シンくんは私を責める手を止めない。

　奥深くへと指を突き込まれ、きゅっと胸の先を摘ままれると、身体の奥で快楽が弾けた。

「イっ、～～～んんんっ！」

　大きな声が出そうになって、私は強い力で口を押さえる。

　目の前がチカチカとして、きゅっと強くシンくんの指を締めつけた。

　やがて波が過ぎ去ると、ふっと全身が重たくなって、私はぐったりと身体をシンくんに預ける。

「……シンくんの馬鹿。ダメだって言ったのに」

　しかも、あのタイミングで声のことを指摘するなんて、絶対にわざとだ。

　恨みがましい目でシンくんを睨んだけれど、彼は幸せそうにニコニコと笑うばかりであった。

「ごめん。必死で声を我慢しようとする君が、可愛くて」

「意地悪だね」

「意地悪されるのは、嫌い？」

　嫌いだとすぐさま言い返せればよかったのだけれど、シンくんにされたことは嫌ではなかった。

「……できれば、優しくして欲しいな」

　嫌いだという代わりに希望を伝えると、背後からぎゅっと強く抱きしめられた。

「それ、ズルい」

「ズルいって、何が」

「優しくするから、もっとシてもいい？」

　もっとって、つまりこの先ってことだろうか。

　先ほどから私のお尻には、欲望を主張するように、硬くなったシンくんの屹立があたっている。

「こ、ここでするのはダメだよ？　ゴムもないし」

　当然ながら、温泉の中にゴムを持ち込んでなどいない。

　ベッドに移動してからと言おうとしたところで、彼は首を左右に振った。

「分かってる。芳里は初めてだって言っていたし、さすがにそんな無茶はしないよ。挿れたりはしないから、もう少し、芳里に触れていたい」

「触れるって、何をするの？」

「とりあえず、キスしたい」

　そう言って、シンくんは私に唇を重ねた。

　触れるだけの軽いキスを繰り返したあと、キスの位置は首へと下がっていく。

「もっと、全身にキスしてもいい？」

「い、良いけど」

「じゃあ、そこ座って」

　シンくんに指示されて、私は浴槽のふちへと腰かけた。

　少しのぼせ気味だったのか、お湯からあがって頭がすっきりとする。

　私が檜風呂のふちに座ると、シンくんはお湯に入ったまま、私の正面へと回り込んだ。

「まずは、首」

　そう言って、シンくんは私の首回りに顔を埋めた。首筋や鎖骨、肩のあたりにキスをされると、彼の髪が肌に触れる。

「ちょっとくすぐったいね」

「我慢して」

　肌をなぞるような軽い口づけを繰り返してから、鎖骨に強く吸いつく。

「んっ」

　少しぴりっとした刺激。シンくんが唇を離すと、そこには薄紅色の跡が残されていた。

　シンくんの唇は下へと移動し、今度は胸元で赤い花を咲かせる。

「シンくん、あんまり跡を残すのは……」

「駄目？」

「もし、誰かに見られたら恥ずかしいし」

「誰かにって、誰がこんな場所を見るの。服で隠れるところばかりだよ」

　シンくんは少しだけ眦を釣り上げると、再び私の胸へと吸いついた。

　今度は胸の先に近い場所に跡を残され、びくりと身体が震える。

「俺以外にこんな場所、見せないよね？」

「み、見せないよ。でもほら、大浴場には行けなくなる」

　客室の露天風呂とは別に、本館には大浴場があるのではなかっただろうか。

　全身にキスマークがついていては、さすがに温泉に行きづらい。

「そういう理由なら、跡をつけるのはこれだけにしとく。代わりに……」

「え、あんんっ！」

　キスの代わりとばかりに胸の先端に吸いつかれて、私はまたしても声をあげてしまった。

「芳里の身体、温泉の味がする。ちょっと苦い」

「あんっ、だったら舐めないで……あんっ！」

　口内で胸の先端を軽く転がしてから、彼は舌で私の身体をなぞった。

　彼の舌は胸からお臍のあたりに移動して、そのままさらに下がっていく。

「えっ、やっ、ちょっと待って！　ひゃんっ」

　シンくんの舌が私の中心へと触れる。

　まさかそんな場所を舐められると思っておらず、私は咄嗟に膝を閉じようとする。

　けれども、足の間にはシンくんの身体が割りこんでいて、どうすることもできなかった。

「シンくん、そんなのダメ、やぁんっ、あっ！」

　ダメだと言いたいのに、その刺激は指で触れられるよりもずっと快楽を呼び起こした。

　柔らかな舌がそこを往復するたびに、とても気持ちがよくて身体から力が抜けてしまう。

「ひゃぁ、あっ、駄目、はぁ、ぅん……あぁ」

「駄目じゃないよね。ここ、溢れてきてる」

「あああんっ」

　ぐずぐずに溶けた蜜口を舐めとられ、舌を中へと差し込まれる。

　さきほど達したばかりだというのに、またしてもすぐにあの感覚が近づいてきた。

　大きな波に飲み込まれて、頭の中が真っ白になりそうな、あの感じ。

「んっ、ダメ……また、イっちゃうから……あああっ！」

　首を振ってもシンくんが動きを止めてくれるはずもなく、そのまま達するまで舌で刺激されつづける。

　きゅっとお腹に力が入って、全身が痙攣するようにびくびくと震えてしまう。

　私がまたしてもあっけなく達したところで、やっとシンくんは顔をあげてくれた。

「芳里のここ、すごいことになってる」

　指摘しながらシンくんが中心に指を這わせると、どろりとした愛液が彼の指を汚した。

「んっ、もっ、シンくんのせいだよ」

「分かってる」

　シンくんは言いながら、またしても私の中央に指を埋める。

　さっきと同じ行為。なのに、何度も絶頂させられた身体はその刺激だけでは物足りなくなってきている。

　お腹のもっと奥のほう。子宮のあたりが熱くジンジンと疼いて、彼を求めているみたいだった。

　信じられない。まだ経験がないのに、その先が欲しくなるなんて。

　ねだるような視線は、彼の肢体へと向いた。

　引き締まった身体の中心。シンくんのその部分は、硬くなっていて準備ができている。

「んっ、あ、……ぅん」

　シンくんが欲しい。

　そんな風に思ってしまったけれど、自らそれを口に出すなんて、できるはずない。

　そもそも、ここでは駄目だと言ったばかりなのだ。ゴムだってない。

　分かっているけど、身体の奥がもどかしくなって、切なげに彼の指を締めつけてしまう。

　そんな私の反応に気がついたのか、シンくんが私の耳元に唇を寄せた。

「そろそろ、のぼせちゃった？　寝室に移動しようか」

　それがどういう意味なのかを正確に理解して、私は頷いた。

　その途端、シンくんは私の身体を横抱きにして温泉からあがる。

「わっ！」

　突然抱きかかえられて、そのまま脱衣所へと連れていかれる。

　私を下ろしたシンくんは、時間が惜しいとばかりに乱雑に身体を拭くと、すぐさまベッドルームへと移動して、柔らかな寝具の上に私を押し倒した。

　そうして近くにあった鞄を引き寄せると、中から一枚の小さな袋を取り出す。

「芳里。このまま、挿れてもいい？」

　手早くゴムを装着し、最後の確認とばかりに尋ねながら、引き下がるつもりはないとばかりに、シンくんの屹立は私の蜜口をつつく。

　シンくんと一線を越える。

　前回は、その覚悟ができなかった。

　シンくんのことが好きだったのに、自分の気持ちがどこにあるか分からず、ただ憎しみだけを向けていた。だけど。

「シンくん。──好きだよ」

　頷く代わりに、私は彼に気持ちを伝えた。

　別れてからも、ずっと忘れられなかった。

　行き場を失った愛情は憎悪に代わり、彼をずっと憎んでいた。

　だけど、こうしてシンくんから愛情を向けられてしまっては、その憎悪も消えていく。

　私はただ、ずっとこうして彼に愛されたかったのだ。

「俺も──好きだ。芳里、愛してる」

　その言葉を合図に、シンくんが私の中へと入り込んできた。

「あっ、ああああっ！」

　指で十分すぎるくらい慣らされていたとはいえ、凄まじい圧迫感だ。

　ぎちぎちと身体を割られているような衝撃。

　けれども、想像していたよりも痛みは少ない。

　それよりも、シンくんと繋がっているという満足感が大きかった。

　すごい。私の中に、シンくんがいる。

「痛くない？」

　シンくんが心配するように私を見下ろす。

「うん。ちょっと苦しいけど、痛くないよ。なんだか、変な感じはするけど」

「良かった」

　ほっとしたように彼は笑うと、すぐに動くようなことはせず、繋がったままの状態で私を抱きしめた。

　肌と肌がくっついて、隙間なくぴったりと埋まる。

　繋がったまま抱きしめられると、シンくんとひとつになっている感じがした。

「なんだか、夢みたいだ。こうして芳里と繋がれているなんて」

　それはこちらの台詞だと思う。

　まさか、シンくんとこんな関係になれると思わなかった。

　憎いばかりで、もう一度恋人になるなんて思っていなかったのに。

「このままずっと、一緒にいたい」

　愛を囁くシンくんは、本当に私を想ってくれているように見える。

　だけど、シンくんはどうしてこんなにも私を愛してくれるのだろう。

　彼なら他の女性だって自由に選べたはずだ。

「私も愛してる。……でも、本当に私で良いの？」

「どういう意味？」

「シンくんになら、もっと相応しい人はいっぱいいるのに」

　私は本当にただのしがない会社員だ。

　どこかの令嬢みたいなコネクションもないし、モデルや女優のように美しいわけでもない。

　私がそう言うと、シンくんは眉間に皺を寄せた。

「芳里よりも愛せる人なんていないよ」

「でも」

「どれだけ俺が君を欲しかったか、身体で分からせてあげる」

　シンくんはそういうと、ゆっくりと身体を動かしはじめた。

「あっ……んんっ」

「もし痛かったら、俺の背中に爪を立てていいから」

　荒い息をはきながら、シンくんが腰を動かした。

　指で解されていたときとは違う、確かな質量が私を貫く。

　ゆっくりと動かされるたびに、慣れなかった圧迫感も薄れていき、代わりにジンと痺れるような快楽が湧き上がってきた。

「あっ、んっ、はぁ……んっ」

　身体を揺すられる振動にあわせて、口から吐息が洩れる。

　その動きは次第に早くなっていき、シンくんの表情からも余裕が消えていく。

「っ、はぁ、芳里……っ」

「あっ、んっ、あああっ」

　熱っぽい声で名前を呼ばれながら、奥深くを揺らされた。

　子宮の奥にシンくんの存在を刻みつけられているような気分だ。

　深く繋がっているのに、まだこの先があるかのように、シンくんは懸命に腰を動かしている。

　肌がぶつかるリズミカルな音。それが早くなるにつれて、何も考えられなくなって、目の前にあるシンくんの身体に必死でしがみついた。

　耳元で、必死に私の名を呼ぶシンくんの声が聞こえる。

　求められているがどうしようもなく嬉しくて、その喜びのまま、身体をかけめぐる熱に身を任せた。

「芳里、もう、そろそろ……くっ」

　シンくんの動きがひときわ早くなって、彼がきゅっと眉を寄せた。

　それとほぼ同時に私も熱に飲み込まれて、彼を抱きしめる手に力をこめた。

　シンくんの身体が軽く痙攣して、動きが止まる。

　もつれ込むようにしてベッドに倒れこんで、彼はそのまま私を抱きしめた。

　終わったのだと思った瞬間、シンくんにキスをされていた。

　私に触れるその動作ひとつひとつが優しくて、幸せな気持ちで満たされる。

　この時間が、ずっと続けばいいのに。

　彼の温もりに包まれながら、私はゆっくりと目を閉じた。







６・ふたりの隠しごと








　シンくんと正式につきあうことになった。

　高校のときとは違って、恋人になったシンくんは、ことあるごとに私に気持ちを伝えてくれる。スキンシップも多く、愛されているのだと実感できる幸せな日々だ。

　それでもふとした瞬間に、もしかしてまた、何か裏があって私とつきあってくれているのではないかという不安がよぎる。

　あのときと違って、今のシンくんに私とつきあうメリットはないはずだ。

　それに、私にシンくんの気持ちを疑う資格はない。

　だって私はまだ、自分が三竹芳里だってことを、シンくんに伝えられていないのだ。

　もし私が、酷い別れ方をした高校時代の元カノだと分かったら、シンくんはどう思うだろうか。

　しかも、私がシンくんに近づいたのは、彼に復讐するためだった。

　今は本当にシンくんのことが好きだけれど、そんな動機を知ったら彼がどう思うか。

　もし、シンくんに失望されたらと思うと、怖くて私は何も言えずにいる。







「え、シンくんのご実家に？」

「うん。来月の祝日なんだけど、どうかな。真剣に交際している人がいることを、ちゃんと両親にも話しておきたくて」

　シンくんとの何度目かのデート。

　今日はふたりで都内のカフェでお茶をしていた。

　喫茶店の開放的なオープンテラス席で美味しいケーキを食べながら、突然、彼に実家に遊びに来ないかと誘われる。

　親に紹介するということは、シンくんが真面目に私とのこれからを考えてくれている証拠なのだろう。

　もちろん、彼の気持ちは嬉しい。

　すぐに頷けなかったのは私が隠し事をしているせいだ。

　──シンくんの実家には、高校時代に一度だけ行ったことがある。

　本当は外に遊びに行く予定だったのだけれど、あいにく雨が降ってしまった。

　だったらうちに遊びに来ないかと、シンくんに誘われたのだ。

　そのときは家にシンくんのお母さんもいて、お邪魔しますと挨拶だけをした。

　話したのは一瞬だけ。だから、きっと私がそのときの彼女だと気づくことはないだろう。

　でも、すべてを隠したまま、はじめましてと挨拶するのは気がひけた。

　私が即答できずにいると、シンくんが表情を曇らせた。

「実家に誘うのは、まだ早かったかな？」

「そ、そんなことないよ。ありがとう。どんな服で行こうかな」

「どんな服でもいいよ。俺の家は、普通の一般家庭だから」

「だとしても、気を使うよ」

　お土産は何が良いかなんて話しながら、私はずっと、どうやってシンくんに打ち明けるべきかと考えていた。

　シンくんは本気で私と向き合ってくれている。

　だったら、私もちゃんと、誠実に彼の気持ちに応えなければいけない。

「シンくん、あの……」

「どうしたの？」

「う、ううん。なんでもない」

　駄目だ。きちんと話さなくてはと思うのに、もしそれで嫌われてしまったらと思うと、上手く言葉が出てこない。

　私が口をまごまごさせていると、ふとテーブルに近づいてくる姿があった。

「榛さん？」

　シンくんの名前が呼ばれて、私は顔をあげる。

　すると、白いワンピースを着た見知らぬ女性が、嬉しそうな顔でシンくんを見つめていた。

「榛さん。ああ、やっぱり、榛さんですね」

　彼女はシンくんの顔を確認すると、笑顔でこちらに駆け寄ってくる。

　そうして、シンくんの隣にいる私を見つけて、ほんの少し眉を寄せた。

「……寺杣さん」

「そんな、他人行儀な。麗れい香かとお呼びください」

　シンくんが呼んだ、寺杣という言葉に眉が跳ねる。

　寺杣テックのご令嬢。確か、縁談が持ち上がっていた相手ではなかったか。

　そうか。彼女がシンくんの縁談相手だったのか。

「俺には勿体ない。寺杣さんと呼ばせてください」

　彼女の言葉を、シンくんがやんわりと否定する。

　彼女は失望したような顔をしてから、ちらりと私に目をやった。

「榛さん、そちらの女性は？」

「紹介が遅れて申し訳ない。恋人の芳里です」

「──そう。彼女が」

　名前を紹介されて、私は慌てて女性に向かって会釈をする。

「はじめまして。羽倉芳里と申します」

「はじめまして、寺杣麗香です。榛さんとは、少し前まで婚約をしておりました」

「寺杣さん。誤解を招く物言いはよしてください。そういう話が出たのは事実ですが、婚約はしていませんよ」

「父は乗り気でしたし、榛さんも前向きに考えてくださっていたではありませんか」

「もう終わった話です」

　シンくんの縁談相手だったと聞かされて、私は改めて彼女を観察した。

　美しい女性だ。大企業の会長のご令嬢なだけあって、白いワンピースは上質なもので、持っているバッグも一級品である。

　そして何より、彼女はまだシンくんに気があるように見えた。

「寺杣さん。俺に何か御用でしょうか」

「いいえ。偶然お見かけしましたので、ご挨拶をさせていただいただけです」

「では、俺達はもう移動しますから。芳里、行こう」

　シンくんはそう言うと、伝票を持って立ち上がる。

　このまま彼女と話しをしたくなかったので、私も会釈をしてから彼に続いた。

　テラス席を出てレジへと向かう私の背に、彼女の視線が突き刺さる。

「ごめんね。まさか、こんな場所で寺杣さんと会うなんて」

「う、ううん。あの人が前に婚約するかもって言ってた女性なんだよね」

「うん。その話はきちんと断ったんだけどね」

　シンくんは困ったように眉を下げてそう言った。

「さっきの様子だと、諦めた感じじゃなかったね。大丈夫なの？」

「会長──お父さんの方は、ちゃんと理解してくれたよ」

　でも、娘さんの方は、まだ未練がある感じなのか。

　逃げてきたテラス席を気にしながら、私が複雑な気持ちになっていると、シンくんがぎゅっと強く私の手を掴んだ。

「誰が何を言っても、俺が好きなのは芳里だけだから」

「う、うん。ありがとう」

　シンくんの気持ちを疑っているわけではない。

　さっきの令嬢の言葉からしても、彼がきちんと婚約を断ってくれたのは間違いない。

　私が引っかかっているのは、私がシンくんの恋人に相応しいのかということだ。

　あの令嬢のように、私はシンくんに利益を与えられるわけでもない。

　それどころか、シンくんを不幸にしたいという気持ちで近づき、その目的を隠したまま、まんまと恋人になったような女だ。

　シンくんに、本当のことを打ち明けることさえできていないのに、このままで良いのだろうか。







　シンくんに実家に誘われた日から、四日が経過した。

　一時間ほど残業をしてから会社のビルを出る。

　紅葉も終わり、冬が近づいた季節。日が落ちるのも早くなって、街はすっかり暗くなっていた。

　今日はシンくんも仕事が早く終われる日らしい。

　一緒に食事に行こう誘われて、仕事が終わったらメッセージをくれと頼まれていた。

　会社を出た旨のメールを送って、待ち合わせをしている駅へと急ぐ。

　薄手のコートの前を合わせながら速足で歩き、公園に差しかかったところで、突然声をかけられた。

「羽倉さん、ちょっといいかしら」

「え？」

　名前を呼ばれて振り返ると、見覚えのある女性が立っていた。

　先日、シンくんとのデート中に声をかけてきた寺杣さんだ。

　彼女は剣呑な雰囲気を漂わせながら、私に近づいてくる。

「突然声をかけてごめんなさい。少し、あなたに話があるの」

　改まった風に言われて、私は少しだけ身構えた。

　明らかに彼女は私を待ち伏せていたのだ。そんなこと、私の職場を知らなければできない。

「……なんのご用でしょうか」

　けれども無視するわけにもいかない。

　私が仕方なく声をかけると、彼女は真面目な顔で私に訴えてきた。

「榛さんのことです。彼と、別れて欲しくて」

　不躾に言われた言葉に、私は眉根を寄せた。

「別れていただけるなら、もっと良い人を紹介いたします。榛さんは優秀な方だけれど、ベンチャー企業の若手の経営者。もっと家柄もしっかりとした優秀な方と、お知り合いになりたいとは思いませんか？」

「つまり、別の男を紹介するからシンくんとは別れろと？」

「悪くないお話だと思うけれど、どうでしょうか」

　彼女の言葉に、私は小さく笑って首を左右に振った。

「悪くない話だと思うなら、寺杣さんがその男性とおつきあいすれば良いのではないでしょうか」

　私が冷たくあしらうと、彼女はきっと目を釣り上げた。

「私は……っ、榛さんじゃないとダメなんです。あの人のことが、好きで。だから、父さんに頼んで、婚約の話を持ち掛けてもらって……それなのにっ」

　必死に言い募っている姿は、嘘をついているように見えない。

　おそらく彼女は、本当にシンくんのことが好きだったんだろう。

「上手くいきそうだったのに、どうして、貴女なんですか。私なんて、何度誘ってもデートさえしてくれなかったのに。どうして榛さんは、貴女とはあんなに楽しそうに出かけるんですか」

「デートさえしてくれなかった？　でも、美術館でデートしたって」

　シンくんはそう言っていたはずだ。

　デートをしてみたけれど、上手くいかなかったと相談されたのだから、間違いない。

　私がそういうと、彼女は眉根を寄せて首を横に振った。

「それは嫌味ですか？　確かに美術館に誘いましたけれど、断られましたよ」

「え？」

　だったら、美術館でデートしたというのは、シンくんの嘘だったのだろうか。

　でも、どうしてそんな嘘を？

「パーティでひとめ惚れして、そこからずっと好きだったのに。どうして突然現れた貴女に奪われなきゃいけないんですか。私の方がずっと、長い時間、彼のことが好きなのに」

「別れることはできません。私も、シンくんが好きですから」

　言い募る彼女に向かって、私はきっぱりと否定した。

「好きだった時間なら、私の方が長いんです。高校のときからずっと、彼に囚われたままだったんですから。でも、好きになった時間や長さなんて関係ありません。要は、シンくんが誰を選ぶかなんですから」

「……選ばれたからって、余裕ですね」

「余裕なんてないですよ。でも、こういうシチュエーションには慣れてます」

　高校時代、シンくんの恋人だった私は、こんな風に彼のことが好きな相手に呼び出されたことが何度かあった。

　そういうときは、必要以上に委縮したり、怯えてみせるのは逆効果なのだ。

　だけど、堂々としているからって、余裕があるわけじゃない。

　シンくんは私を好きだと言ってくれているけれど、それがいつまで続くかなんて分からない。

　私が隠していることを知ったら、軽蔑して呆れられてしまうかもしれない。

　そう思うと、不安でたまらなくなるのだ。

「何をしてる」

　突然、背後から鋭い声がかかった。

　驚いて振り返ると、いつの間にかシンくんがいて、彼女を睨みつけていた。

「シンくん!?」

「榛さん！　これは、その……」

　別れてくれと、私にかけあっているのを見られたのが気まずいのだろう。

　シンくんの登場に、彼女は顔を青くして狼狽えた。

　けれども、動揺していたのは彼女だけではない。

　──さっきの話、どこまで聞かれてた？

　私は彼女に、高校のときからずっとシンくんに囚われていたのだと言った。

　まさか、それを聞かれてはいなかっただろうか。

　私が顔を青くしていると、シンくんは険しい顔で寺杣さんへと向き直る。

「寺杣さん。話があるのなら、彼女ではなく直接俺に言ってください。もし、彼女に何かしようとしているなら、俺は貴女を許さない」

「あ……違うんです。これは、その、し、失礼します」

　シンくんに睨まれて、寺杣さんは怯えた様子で速足で駆け去った。

　近くに車を待たせていたらしく、彼女は黒塗りの外車に乗り込むと、そのまま逃げるようにどこかに行ってしまった。

　シンくんはそれを見送ってから、心配そうに私を見つめた。

「大丈夫？　酷いことはされてない？」

「あ、うん。ちょっと話をしていただけだから」

「何を言われたの？」

「あー……えっと……」

　寺杣さんに言われたことをそのまま伝えて良いのか迷って、私は口ごもる。

「教えて。じゃないと、彼女から聞きださなきゃいけない」

「……シンくんと別れて欲しいって。でも、断ったよ」

　私が答えると、彼は疲れたように息を吐き出した。

「ごめん。俺が上手くやらなかったからだね。寺杣テックとの関係を気にして、やんわりと断ったから、期待を残してしまったのかも」

「ううん。それは別にいいんだけど」

　シンくんがモテるのなんて今さらだ。彼とつきあいを続けるなら、こういうことが起きるのは覚悟しておかなければならない。

「それよりも、その、さっきの話、聞いてた？」

「さっきのって？」

「う、ううん。聞いてなかったなら、いいの」

　聞かれていなくて良かった。

　私はほっと息を吐き出すが、次のシンくんの言葉に凍りつく。

「もしかして、芳里の高校時代のこと？」

「──聞いてたの？」

「ううん。聞いてなかったけど、そのことかなって」

　どうして知っているのか。いつから、バレていた？

　あまりにあっさりと告げられて、私は言葉を失った。

　私が何も言えずにいると、シンくんは困ったように笑った。

「芳里は、あの芳里でしょ？　高校時代に俺とつきあってくれた、バスケ部のマネージャー」

「いつから気づいてたの？」

「最初から。あのパーティで会った瞬間、すぐに芳里だって気づいたよ」

　まさか最初から気づかれていたとは思わず、私は狼狽える。

「だって、そんな、まさか。私、すごく変わったでしょ。昔の知り合いに会ったって、自分で言うまで気づいてもらえたことがないのに」

　自分で言うのもなんだが、今の私には、地味だった高校時代の面影はない。

　整形したわけではないけれど、化粧映えする顔立ちだったせいで、本当に別人のように見えるはずだ。

　名前は同じだけれど、苗字だって違うし、気づかれるわけがないって思っていた。

「確か雰囲気は変わったね。だけど、分かるよ。俺が芳里を間違えるはずない」

「そんな……それじゃあ、どうして今まで黙ってたの」

「三竹芳里だってこと、秘密にしたかったんでしょ？　俺が気づいたって知ったら、逃げられるんじゃないかって思ってたから」

「それは──」

　シンくんの言葉の通りだった。

　私がシンくんに近づいたのは、昔の復讐をするためだ。

　元カノだと気づかれてしまっては、叶うわけがない。

　もしシンくんが気づいた素振りを見せていたら、私はすぐに彼から離れただろう。

「いつ話してくれるかって、待っていたんだけどね。……芳里の方こそ、どうして黙ってたの？」

　問いかけられて、私は狼狽える。

　シンくんに復讐したかったからだなんて、言えるはずがない。

「シ、シンくんだって、私に嘘を言っていたじゃない。寺杣さんとのデートが上手くいかなかった、なんて言っていたけど、デートなんてしてないって！」

　追い詰められて、私は咄嗟に寺杣さんから聞いた矛盾点を指摘してしまった。

　違う。本当は、こんなことを言いたいわけではないのだ。

　ちゃんと本当のことを話して、秘密にしていたことを謝らないといけない。

　それなのに、口から素直な言葉が出てくれない。

「高校のときだって、ずっと嘘をついてた。本当は私のことなんて好きじゃなかったのに、都合が良いからって好きなフリをして恋人にして！」

「だから、俺に近づいたの？　俺に復讐するために？」

　シンくんに言い当てられて、青ざめる。

「そう……だよ。ずっと、シンくんのことが憎かった。シンくんが大企業の令嬢と婚約するって聞いて、邪魔してやりたいって思ったの。シンくんを傷つけたくて、だから、シンくんに近づいた。気のある素振りをして、私を好きになれば良いのにって……」

　言ってしまった。

　でも、全部、本当のことだ。

　シンくんを傷つけたくて、不幸にしたくて、そんな最低な動機で彼に近づいたのだ。

　私の告白を聞いて、シンくんは眉根を寄せて顔を顰めた。

「……そう。だったら、復讐は大成功だよ。俺は今、すごく傷ついてる」

　悲し気に眉を寄せるシンくんの顔を見て、胸の奥が重たくなる。

　当初の目的はすべて叶った。

　復讐は成功して、シンくんは婚約をやめたのだ。

　望んでいたことのはずなのに、これぽっちも嬉しくない。

「全部、自分が撒いた種なんだけどね。恨まれるような原因を作ったのは、間違いなく俺だから。……そうか。あのときの君も、こんな気持ちだったのか。そりゃあ、憎まれるはずだ」

　復讐のために近づいたのだと打ち明けても、シンくんは私を怒鳴ったりなしなかった。

　ただ悲しそうに顔を歪めて、諦めた表情で私を見つめている。

「俺を好きだって言ってくれたのも、復讐のため？」

　そうだけれど、違う。

　最初は復讐のために気のある素振りをした。だけど、途中からは本当にシンくんのことを好きになってしまっていたのだ。

　そもそも、シンくんのことを何とも思っていなければ、復讐したいだなんて思わない。

　だけど、復讐のために近づいたと打ち明けたその口で、彼への好意なんて言えるはずがなかった。

「そうだよ。全部、復讐のため。シンくんが私を好きになって、婚約をやめればいいって思ってたの」

　言いながら、胸のあたりがズキズキと痛んだ。

　最低なことをしたのだ。シンくんに嫌われて、憎まれるようなことをした。

　もしも時間が巻き戻るなら、あのときの私に、復讐なんてやめてしまえと言ってやりたい。

　頭の中がぐちゃぐちゃだ。

　シンくんを傷つけたくないのに、酷い言葉しか出てこない。

「君が俺を憎んでるんだろうなってことは、薄々、気づいてたよ。じゃなきゃ、話がうますぎだったから。昔の君だったら、会ったばかりの男を飲みに誘ったりしないでしょ。昔のことについて何も言ってこないのもおかしい。裏があるんだろうなって、すぐに分かった」

「じゃあ、どうして私につきあったの」

　最初から気づいていたのなら、裏があるかもしれない人間に、どうして優しくしたのか。

「君が好きだったから」

　まっすぐ告げられた言葉に、耳を疑う。

「ずっと、好きだったんだ。別れてからも、ずっと。他の人とつきあってもダメだった。君のことが忘れられなくて、比べてしまって、上手くいかなかった」

「う……そ……」

　とてもじゃないが、シンくんの言葉は信じられない。

　だって、その口ぶりでは、高校時代から私のことが好きだったみたいではないか。

「嘘だ。だって、私のことなんて好きじゃなかったんでしょう？　都合が良いから告白して、恋人にしただけだって」

「そうだよ。確かに、最初はそうだった。だけど、恋人として一緒にいるうちに、段々と惹かれていったんだ。途中からは、本気で君のことが好きになっていた」

　その言葉は本当だろうか。

　本当に、あのときも、彼は私のことを想ってくれていた？

「で、でも、だったらどうしてそう言ってくれなかったの。別れようって言ったときに、本当のことを言ってくれていたら……」

「言えなかったんだよ。俺が君を利用するために、その気もないのに告白したのは事実だったから。最低なことをしたって思ってる。君に嫌われても仕方がないことをしたって。だから、いちど別れて最初から全部やり直したかったんだ。今度こそちゃんと信じて貰えるように、もう一度、君に告白しようって。──君に会えなくなるなんて、思ってなかったから」

　あのとき、両親が離婚して引っ越すことを、私は誰にも言わなかった。

　シンくんがそんな風に思ってくれているなんて知らなかったから、ただ、逃げることしか考えていなかったのだ。

　なんということだ。だったら、あのとき、私たちは両想いだったのだ。

　それなのに、大きくすれ違ってしまった。

「芳里とあんな終わり方をしてしまったことを、ずっと後悔してた。だから、再会できてものすごく嬉しかったんだ。もう一度チャンスを貰えるなら、君が何を目的にしていてもよかった。復讐しようとしているなら、君の気を惹くために、それを利用しようともした」

「それって、もしかして婚約のこと？」

「本当は、最初から乗り気じゃなかったんだ。良い話だとは思ったけれど、君を忘れられずにいたから。でも、君が気にしてくれてるみたいだったから、ある程度婚約が進んでいるように見せるために、デートしたなんて嘘をついた」

　私の目的が婚約の阻止だということに、シンくんは気づいていたのか。

「君ともう一度恋人になりたかった。嘘かもしれないって分かっていたけど、俺のことを好きだって言われて、すごく嬉しかったんだ。君を抱くことができた日は、このまま死んでもいいとさえ思った」

　シンくんはそう言って、切なげに眉を寄せた。

「本当に君が俺を好きになってくれたら良いのにって思ってた。婚約を破談にしたあとも、君は俺とつきあってくれていたから、もしかして本当に俺を想ってくれてるんじゃないかって、期待した。……でも、それは俺の勘違いだったんだな」

　悲しそうにシンくんの顔が歪む。

　なんてことをしてしまったのだと、私は後悔に苛まれた。

　シンくんは、こんなにも私を想ってくれていたのに、私は彼を傷つけた。

　きちんと、気持ちを伝えなければならない。

　でなければ、きっと、一生後悔する。

「待って。ごめんなさい、違うの。勘違いなんかじゃない！」

　このまま終わらせてはいけないと、私は声を張り上げた。

「シンくんの言う通りだよ。最初は、復讐したくて近づいたの。だけど、いつの間にか復讐なんてどうでもよくなってた。ただシンくんのことが好きになって、だから一緒にいたかった」

　本当は、もっと早く打ち明けたかった。

　だけど、傷つきたくなくて、嫌われるのが怖くて、何も言えなかった。

　シンくんの好意に甘えて、私は卑怯だったのだ。

「シンくんが憎かったの。私は大好きだったのに、シンくんは私のことなんて好きじゃなくて、向けてくれた優しさも言葉も全部演技なんだって思ったら、悲しくて、悔しくて、憎まずにはいられなかった。引っ越しした先で新しくやり直そうって思ったよ。二度と地味だなんて思われないように、お洒落にも気を使って、新しい恋をしようって。……でも、できなかった」

　私のことを好きだと言ってくれる人はいた。

　告白されて、恋人を作ったこともある。だけど、上手くいかなかった。

「私もシンくんと同じだよ。ずっと、シンくんのことが忘れられなかった。なのに、シンくんは私のことなんて忘れて、別の人と結婚するんだって思ったら、悔しくてたまらなかったの。邪魔をしてやりたかった。だけど、シンくんが私を好きだって言ってくれたから、そんなの全部、どうでもよくなった。昔のことも、私がシンくんに近づいた理由も全部隠したまま、シンくんの恋人でいたかった」

　卑怯な心を洗いざらい吐き出して、私はシンくんの断罪を待った。

　シンくんはずっと私を好きでいてくれたのに、私は彼に酷いことを考えていたのだ。

　失望されて、嫌われてしまっても仕方がない。

　そう思ったけれども、シンくんは私に近づくと、強い力で抱きしめてくれた。

「……どうしよう、すごく嬉しい」

「え？」

　シンくんに抱きしめられながら、私は目を白黒させた。

　かなり酷いことをしていた自覚がある。

　それなのに、嬉しいとはどういう意味だろうか。

「ずっと、俺を忘れないでいてくれたんでしょう？」

「……そう、だけど」

「今も、俺を好きでいてくれている」

「好きだよ。自分じゃあ感情の制御ができないくらい、シンくんのことが好き。……でも、シンくんは嫌じゃないの？　復讐のために近づいて、自分の気持ちも過去も全部秘密にしていたんだよ」

「それなら、俺だって同罪だよ。芳里を利用するために彼女にした。それに、芳里の興味を惹くために、婚約話をチラつかせて相談するフリだってしたんだ。芳里の正体にも気づいていたのに、知らないフリをしていた。俺のこと、嫌いになる？」

「ならないよ」

「俺も同じ」

　シンくんは私と目を合わせて、ふふっと小さく笑った。

「好きだよ、芳里。──キス、してもいい？」

「もちろん」

　私が頷くと、すぐさまシンくんの唇が落ちてくる。

　なんだか、夢みたいだ。

　本当に、許してもらえたのだろうか。

　私はこのまま、シンくんの恋人でいていいの？

　シンくんは触れるだけのキスをしたあと、私を抱きしめる腕に力をこめた。

「芳里の本音が聞けて、すごく嬉しい」

　それは私の台詞だった。

　シンくんがずっと私を好きでいてくれたなんて、思ってもみなかったのだから。

「馬鹿みたいだよね、私たち。ずっと、すれ違ってたんだ」

　シンくんが私を好きでいてくれたのだと、もっと早く知っていれば、こんなに苦しまなかっただろう。シンくんを恨むこともなかった。

　だけど、どれだけすれ違って、彼を憎く思っても、結局はまたシンくんに惹かれてしまったのだ。

　この気持ちはきっと、一生、消えることがないのだろう。

「今日は帰したくないな。このまま、俺の家に泊りに来てよ」

「明日は仕事だよ？　シンくんもでしょ」

「早起きすればいいよ。職場まで送ってく」

　服もないけど、と言ったら、途中で着替えを買うから大丈夫だと返される。

　この時間なら、まだショップが空いている。シンくんの誘いを断る理由なんてない。

「私も、シンくんと一緒にいたい」







　それから私たちは、すぐにシンくんの家へと向かった。

　時間が惜しいとばかりに、途中立ち寄ったブティックで手早く着替えを買いそろえ、何度目かになるシンくんの家にお邪魔する。

　マンションのドアを開けて中に入るや否や、シンくんは性急にキスをした。

「んっ」

　外でした大人しいキスとは違い、すぐさま唇を割って口内に舌を差し込んでくる。

　長年の想いをぶつけるような、情熱的な口づけ。

　少し乱暴なくらいのそれが、強く求められているようで、嬉しかった。

　私も彼の気持ちに応えるように、後頭部へと腕を回し、積極的に舌を絡めた。

「ふっ……んっ、ん」

　シンくんの舌を押し返すようにして、私からも彼を弄る。

　積極的な私の行動に彼は驚いたように目を見開いたが、されるがままに私を受け入れた。

　存分に彼を堪能してから唇を離すと、シンくんがまいったという顔をする。

「今日は、ずいぶん積極的だ」

「私も、シンくんが欲しかったから」

　私はそういうと、もう一度彼を引き寄せて口づけをした。

「そんな風にされると、ベッドまで我慢できなくなる」

　シンくんは言って、キスをしながら私の衣服の内側に手を入れる。

　シャツが上へとめくれあがって、ちらりとお臍が覗いた。

　シンくんの手は上へと伸びて、下着越しに私の胸を弄り始める。

「んっ……んむぅ……」

　唇はキスで塞がれたままだ。息継ぎの合間に、熱っぽい吐息が隙間から漏れた。

　シンくんの手はさらに私の衣服を乱して、下着も上へとずらしてしまう。

「あっ、んんっ！」

　まろびでた胸を、下から上へと掴むように撫でられる。

　ここは玄関で、私はまだヒールを履いたままである。

　そんな場所で半裸に近い状態で身体を触られていることに羞恥を覚えるが、今すぐに欲しいと私を求めてくれるシンくんを止める気なんてなかった。

　我慢ができないのは、私も同じだ。

「んっ……」

　胸元を弄られながら、私は彼のネクタイへと手を伸ばした。

　手触りの良い青いネクタイを解いて床に落とすと、彼のシャツのボタンに手をかける。

　一番上のボタンを外したとき、指先で胸の先を潰された。

「んんっ！」

　集中してそこを責められて、ビクンと身体が震える。

　シンくんは、私が彼の服を脱がそうとする動きを阻害するかのように、二つの指で尖りを転がす。

「ふっ、んっ、あ……ああっ」

　気持ちのいい甘い刺激に、ボタンを外そうとした指から力が抜ける。

　私の動きが止まったのを見て、シンくんは薄く笑った。

「俺の服、脱がせてくれるんじゃないの？」

　挑発的に促されて、私はシンくんのシャツを脱がせる動きを再開した。

　いくつかボタンを外すが、その間もシンくんは私を責める手を止めてくれない。

　どうにかすべてのボタンを外し終えたときには、私の胸先はすっかりと立ち上がって、荒い息が止められない状態になっていた。

「これで終わりじゃないよね？　ベルトも取って」

「ひゃっ！」

　さらに先を促しながら、シンくんは今度は私の下腹部へと手を伸ばした。

　スカートをめくりあげ、ストッキング越しに私の中心を触り始める。

　指先でもどかし気にストッキングの生地を撫でてから、彼は私の耳元で余裕のない声を出す。

「代えは買ったから。これ、破いていい？」

「え？」

「っていうか、破くよ」

「ひゃっ！」

　シンくんがそう言った瞬間、ビリっと布が破れるような低い音が鳴る。

　シンくんが力をこめると、三十デニールの薄手のストッキングは、いとも簡単に引き裂かれてしまった。

　破れた箇所から入り込んだシンくんの手が、私の肌をなぞっていく。

「今の芳里の恰好、すごくやらしくて、興奮する」

「ひぅ、……あっ！」

　ショーツの隙間から、シンくんの手が入り込んできた。

　乱暴ともいえる行為なのに、私のそこはすでに濡れてしまっていて、いとも簡単に彼の指を受け入れる。

「このまま、シたい。ほら、俺のも脱がせて」

「あっ……む、むりっ、あっ、手、止めてくれないと、んっ」

　シンくんは私に服を脱がすように言うけれど、下腹部を刺激する手は止めない。

　中指をぬかるみに差し込みながら、親指で花芽を押しつぶす。

　そんなことをされては集中できるはずもなく、私はシンくんのベルトに手を伸ばすけれど、カチャカチャと音を立てるだけで、外すことができないでいた。

「あっ、んんっ、そこダメ、イッちゃう、ああああっ！」

　弱いところを集中して責められては、もはや何もできなくなった。

　せりあがってくる快楽に耐えられずに、立ったまま身体を震わせて、私は達してしまう。

　壁に背中を預けてぐったりしていると、シンくんは愛し気に耳元に口を寄せる。

「まだ休ませないよ。後ろ向いて、壁に手をついて」

「え？」

「ほら、早く」

　シンくんに身体を反転させられて、私は玄関の壁に手をついた。

　すると、背後でゴソゴソとシンくんが動く気配がする。

　自らベルトを外して下腹部をくつろげたシンくんが、バッグから取り出したゴムを装着していた。

「シンくん、ここで最後までするの？」

「そうだよ。ほら、ちゃんと前向いて」

「でも、私まだ靴も脱いでなくて……あっ！」

　問答無用とばかりに、後ろから腰を掴まれて、破れたストッキングごとショーツを引き下ろされる。

　そのままシンくんの硬い先端をあてられて、後ろからいっきに貫かれた。

「まって、あっ、～～～っ！」

　身体の中心を埋められる圧迫感と快楽。

　先の細いヒールでは上手く身体を支えきれなくて、私は壁についた手に力をこめた。

「っん、あっ、ダメ、力入んないっ、ああっ！」

　耐えられなくなって、崩れ落ちそうになる身体を、背後からシンくんに支えられた。

　私の腰を掴んだ状態で、シンくんは前後に律動を始める。

「あっ、んんっ、やぁ、あっ」

　振動と共に、切ない声が口から漏れた。

　私もシンくんも、ほとんど服は着たままの状態だ。

　膝まで下ろされたショーツとストッキング。シャツとブラは上へとずらされ、大事なところだけが露出させられている。

　シンくんも前をはだけたシャツは着たままで、スラックスのチャックだけを下げているような状態だ。

　そんな乱れた衣服で、靴も脱がずに交わっているのが反って背徳感を刺激して、ふたりの官能を高めていった。

「あっ、ふぅ、ん、シンくんっ、ダメ、すぐイっちゃいそ……ああっ」

　腰を掴んでいたシンくんの片手が移動して、背後から私の胸を弄り始める。

　奥を突かれながら、同時に胸も刺激され、すぐさま高みへと連れて行かれそうになる。

　けれども快楽の波に身を任せようとすれば膝から力が抜けて、身体を支えようとすれば波が遠ざかる。

　すぐにも達してしまいそうなのに、不安定な体勢がそれを許してくれない。

「あっ、んんっ、やぁ、ダメ、この体勢、ああっ」

　達せそうなのに、到達できない。

　そのギリギリの狭間を彷徨って、身体はもどかし気に快楽だけを蓄積していく。

「立ったままだと辛い？　じゃあ、そこに手ついて。四つ這いになって」

　玄関から通じる廊下に膝と手をつくように指示される。

　確かに、このまま玄関で立っているよりは、そちらの方が安定しそうだ。

「分かった……え？　あんっ、あああっ」

　言われるまま体勢を変えようとしたけれど、シンくんは一度抜くどころか、私を貫いたまま、腰を振る動きを止めてはくれなかった。

「シンくっ、あっ、止めて、ああっ！」

「ダメ。このまま、体勢を変えて」

「そんな、あんっ、ああっ」

　身体を揺さぶられたまま、崩れ落ちるように私は廊下に手をついた。

「はぁ、んっ……大丈夫？」

「大丈夫、じゃない、んっ、ばかっ！　あんっ」

　私の腰を掴みながら、気遣う声をかけてくるシンくんを睨みつける。

　けれども、そんなことでシンくんが動きを止めてくれるはずもない。

　さらに激しく腰を打ちつけられて、私はまともな言葉を紡げなくなる。

「あっ、んんっ、ふっ、ああっ！」

「くっ、そんな締めたら……も、出そ……っ」

　廊下に膝をついたことで先ほどよりも身体は安定し、いっきに高みまで連れて行かれる。

　なかなかイけずに焦れた分だけ、達したときの快楽は激しかった。

　頭の奥がちかちかとして、目の前が真っ白に染まる。

「っん～～～！」

　声にならない悲鳴をあげて、身体を大きく震わせた。

　それとほぼ同時にシンくんがぐっと奥まで突き入れて、切なげな声をあげる。

　荒い息を吐き出しながらシンくんが離れると、つけていたゴムの先に欲望の果てが溜っていた。

「強引にしてごめんね」

　使用したばかりのゴムを処理しながら、あまり反省していない声でシンくんが謝罪する。

　私は気だるい気持ちでヒールを脱ぎ捨て、ぐったりと廊下に突っ伏した。

「足、力が入んない」

「じゃあ、俺がベッドまで運ぶよ」

　シンくんは軽く衣服を整えたあと、廊下で倒れる私を抱き上げて寝室へと運ぶ。

　逞しい腕に支えられながら、私は目を白黒させた。

「ま、まだ続けるの？」

「当然。あれだけじゃあ、満足できない」

　優しくベッドに下ろされて、乱れまくった服を丁寧に脱がされる。

　破れたストッキングは、もう使い物にならないだろう。

　ベッドの上で一糸まとわぬ姿にされて、シンくんも同じように衣服を脱ぎ捨てた。

　互いに生まれたままの姿になって、シンくんはゆっくりと私にキスをする。

「君がまた、俺の前から去ってしまうんじゃないかって、ずっと不安だったんだ。でも、もう大丈夫なんだよね。ちゃんと、俺のことを好きでいてくれる？」

　言葉で確かめながら、シンくんの目は微かに揺れていた。

　さきほど、性急に私を求めたのは、彼の不安の裏返しだったのかもしれない。

　どこにも行かないという気持ちをこめて、私はシンくんの背中に腕を回す。

「好きだよ、シンくん。もう、黙っていなくなったりしない」

「絶対にだよ。次は逃げようとしても、逃がさないから」

　シンくんはそう言いながら、私の身体に手を這わす。

　先ほどの情事の名残りが消えきっていない秘所に触れると、ゆるゆると指でかき回した。

「芳里の身体に俺を刻みつけて、離れられなくしてしまいたい」

　シンくんはそういうと、ベッド横のチェストの中から新しいゴムを取り出して、もう固さを取り戻している自身に装着する。

「また、挿れるよ」

「ん、ああっ……」

　ゆっくりと、シンくんが再び私の中へと入ってくる。

　こうして、彼と繋がるのは何度目だろうか。

　行為を知らなかった身体は、すっかりとシンくんに開発されてしまっていた。

「芳里の良いところも、大体覚えたよ。ここ、好きだよね？」

「んっ、あああっ、これダメ、あっ！」

　言葉通り、内側の弱いところを重点的に突かれて、私は身体を反らせてしまう。

「ダメじゃないよ。もっと良くなって、何度でもイって」

　私を快楽に依存させようとしているみたいに、シンくんは執拗に突き入れる。

　同時に外の弱い花芯も指で押しつぶして、私を達させようとした。

　強い快楽に溺れそうになりながら、けれども、私は首を左右に振る。

「まって、あんっ、シンくんも、一緒が良い」

「え？」

　私の言葉に驚いたのか、シンくんの動きが一度止まる。

　その隙をついて、私は身体を起こして繋がったままシンくんの身体を抱きしめた。

「私だって、シンくんが好きなんだよ。気持ち良くなるなら、シンくんも一緒に」

　一方的に私だけが高められるのではなく、抱き合いながら、シンくんと深く繋がりたい。

　シンくんは私がどこかに行かないか不安に思っているようだけれど、そんなこと、もうするはずがないのだ。

　離れても、忘れられなかった。

　憎んでも、結局は愛してしまった。

　だったらもう、一緒に幸せになるしかない。

「好きだよ、シンくん。ずっと、一緒にいよう」

　どうにか想いを伝えたくて、私は自ら腰を動かした。

　シンくんだけじゃない。私だって、彼を求めているのだと分かって欲しい。

　私が拙く腰を動かすと、シンくんの唇から微かに艶めいた声が洩れた。

「ふっ……あ、芳里……っ」

　熱っぽく名前を呼ばれて、唇が重なる。

　唇と身体と、全部がぴったりと繋がって、温かい。

　繋がった身体だけではなく、心までが満たされていくようだ。

　激しく動いているわけでもないのに、ただこうして繋がっているだけで幸せを感じる。

「好きだよ、シンくん」

「俺も好きだ。愛してる」

　互いに気持ちを伝えあって、深くひとつになる。

　隠していることは、もう何もない。

　すべてを話しても、シンくんは受け入れてくれたのだ。

　今なら、素直な気持ちでシンくんに向き合える。

　どちらからでもなく、互いに何度も口づけを繰り返す。

　ふたりで求め合って、高め合って、ゆっくりとひとつに溶けあっていった。







７・ふたりのそれから








　シンくんが運転する車の助手席に座り、流れゆく窓の外の夜景をぼうっと眺める。

　そろそろ十二月。夜にもなると外はすっかり冷え込んで、エアコンの効いた社内との温度差で窓がうっすらと曇っていた。

「まさか、シンくんのお母さんが私を覚えてくれていたなんてね」

　先ほどまで、私たちはシンくんの実家にお邪魔していた。

　高校のとき、ほんの少し挨拶をしただけの私を、彼のお母さんは覚えてくれていたのだ。

「まあ、俺が家に連れてきた彼女って、芳里だけだったし」

「そうなの？　でも、恋人はいたんだよね？」

「恋人がいた時期もあるけど、親に会わせようとは思わなかったな。大学のときにはひとり暮らしだったし」

「そうなんだ」

　過去の彼女には申し訳ないけれど、特別扱いされているのが嬉しくて、自然と口角があがった。

「このあたりの景色、懐かしいんじゃない？」

　今車で走っているのは、昔通っていた高校の近くだ。

　通り過ぎた喫茶店は、シンくんと一緒に入ったことがあるお店。

「うん、懐かしいよ。引っ越してから、このあたりに来ることもなかったし」

「ちょっとだけ寄り道してもいい？　行きたい場所があるんだ」

「もちろん」

　シンくんは住宅街へ続く道へとハンドルを切った。

　細い道を少し走って、見えたコインパーキングに車を止めると、車を降りた。

「ちょっとだけ歩くよ」

　見覚えのある階段が見えて、シンくんが向かいたい場所が分かった。

　高校のとき、ふたりで行った公園だ。

　小高い丘の上にあって、階段を登らなければならないからか、人があまり来ない。

　通学路からは少し歩かなければいけないのだけれど、ふたりになりたくて、部活帰りによくここに寄ったものだ。

「このあたりの景色は、あまり変わってないね」

　懐かしい気分に浸りながら、シンくんと手を繋いで階段を上る。

　ベンチとブランコしかない小さな公園はまだ健在のようで、私は少し嬉しくなった。

「この公園は、街が綺麗に見えるよね」

　公園の端には柵があって、ちょっとした展望台のようだ。

　冬空に佇む夜景は美しく、遠くに懐かしい高校も見える。

「芳里」

　柵越しに夜景を眺めていると、背後からシンくんが私を呼んだ。

　振り返ると、シンくんがなにやら小さな箱を持っている。

　手の平の上のジュエリーケースは蓋が開いていて、中に美しい石のはまった指輪が入っていた。

　真剣な表情のシンくんと、手の中の指輪を見比べて、私は目を丸くする。

「本当なら、両親に合わせる前に言うべきなんだろうけど。でも、ちゃんと伝えておきたくて」

　そう前置きをしてから、シンくんは指輪を手に取ると、恭しく私の手を掴む。

　左手の薬指に、すっと指輪が嵌められた。

「愛してる。昔からずっと、これからもずっと、君以上に愛せる人なんていない。どうか、俺と結婚してください」

　プロポーズをされて、胸の奥が喜びでいっぱいになる。

　高級ホテルのレストランや、ホテルのスイートルームでも、今のシンくんなら簡単に連れて行ってくれるだろう。

　だけど、あえて思い出のあるこの場所で言ってくれたのが、とても嬉しい。

「これからもずっと、シンくんの隣にいさせてください」

　私は笑顔で彼の言葉に答えた。

　安心したように、シンくんが柔らかく破顔する。

　あのとき、私たちは大きくすれ違ってしまった。

　だけど、こうして今、昔と同じ気持ちでシンくんに向き合えている。

　憎しみに変わったとしても、ずっと消えてくれなかったこの想いは、きっとこの先も無くなることはないだろう。







あとがき








　はじめまして、こんにちは。大おお江え戸どウメコでございます。

　このたびは「極上社長と嘘から始まる淫らで愛おしい契りを」を読んで下さってありがとうございます。

　濃蜜ラブルージュ様にて、またしても書かせていただけて、とても嬉しく思っております。

　後悔する男女を書いてみたいという思いから、今回のお話を書かせていただきました。

　榛は学生時代の行動で後悔して、芳里は安易に復讐という道を選んだことを後悔する。

　そして、最後にはふたりで互いを許し合える関係になる、というのが最初に思いついたプロットでした。

　人間、誰しも正解を選び続けるのは難しいものです。

　初めから正義を貫き、強い芯をもったキャラクターも大好きですが、ズルをしたり間違ったり、ときには逃げ出したりしながらも、己の行動を恥じたり反省したりするキャラクターも大好きです。

　このお話を少しでも楽しんでいただけましたら、とても嬉しく思います。

　最後に、とても素敵なイラストを描いてくださった南なん国ごくばなな先生、担当編集者様、出版社様、本当にありがとうございました。






大江戸ウメコ
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